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第 6章  縄 文時代の遺物

第 1節  出 土遺物の概要

本調査における出土遺物は木製コンテナ (10×40×60cm)180箱、総数は小破片まで含めると約27,000

点あまりにのぼる。縄文時代を中心とするが、弥生時代から中世までの遺物も比較的多く出上してお り、

その多くは土器である。縄文時代においては、早期から後期末までの幅広い時期の上器が出上しており、

なかでも轟式や阿高式、鐘崎式、北久根山式など縄文時代前期から後期までの上器が大半を占める。こ

れらについては、器面調整や施文技法、文様などにより本章第 2節 のとおりに分類した。

また、石器や骨角器、貝製品も豊富に出上している。石器は石鏃、石匙、削器、磨石 ・敲石、磨製石

斧、石錘などで、骨角器は警やヤス、貝製品はフネガイ科のアカガイやサルボウなど二枚貝の貝類遺体

を利用した員輪である。

以下では、 こ れら出土遺物について出土層位ごとに記述するが、道路を隔てて対時するA～ Dト レン

テとEト レンチは、前述のとおり推積上の様相や貝層の形成時期などが異なることから区別して報告す

る。なお、出土地点が不明な土器のなかには、残存状況が比較的良好なものも含まれているため、 こ れ

についてもあわせて記述したい。

第 2節  土 器 ・土製品

(1)出 土土器の分類

出上した縄文土器は大きくI～Ⅶ類に分類され、 こ のうちの多くで細分を行った (第21・22図)。以

下では分類した土器群について概観し、さらに細かな特徴については出土層位ごとに掲載 した個々の上

器について具体的に論述することにしたい。

I類 押 型文系土器群

原体の円周に鋸歯状の三角波状文を彫刻し、山形押型文を回転施文した Ia類 と、この山形押型文だ

けでなく、交差する格子目状の刻みを施した原体を回転施文した格子目押型文の2種 の原体を用いた I

b類 に細分した。

I類  貝 殻文系土器群

貝殻条痕は施さず、日縁部外面に貝設腹縁による連続する刺突文や押引文を施文して帯状の文様を構

成するもので、その下位に沈線文などの文様を施すものもある。日縁部がまっすぐに上方にのびるIa

類と、日縁部がラッパ状に開くIb類 に分けられる。塞ノ神式上器に相当する。

Ill類 轟 式系土器群

深鉢形を呈し、地文にハイガイなどのフネガイ科の貝殻腹縁を用いた貝殻条痕を施すものや、その系

譜上に位置づけられる土器群。これらは施文技法や文様などからIll a～Ill g類に分けられ、さらに細分

できる。

Ill a類:内外の器壁に強い条痕を施す。貝殻腹縁で斜めや横方向などの不定方向の条痕を施すIll a l

類と、綾杉状や曲線状の文様、一定方向の規則的な条痕を施すIll a 2類に分けられる。また、

胎上にやや大きめの砂粒混じり、他のIII類の上器にくらべてやや器壁が厚い。轟A式 上器に

相当する。
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第 2節  土 器 ・土製品

I l l  b類

Ill  c類

口 d類

Ill  e類

田 f類

田g類

器外面に隆起帯文が施されるもの。隆起帯文の太さや施文技法より細分が可能である。本調

査で出上したIll b類は器形を考慮した分類は困難であるため、以下では隆起帯文に着目して

分類した。

I I I  b  l類

Il l  b  2類

Il l  b  3類

Il l  b  4類

Il l  b  5類

横位や縦位、斜位の微隆起常文を器外面に多数貼り付けるもの。

日縁端部に近い部分に、やや高く突出する隆起帝文を一ないし二条並行にめぐ

らせるもの。貝殻腹縁による横 ・縦位、曲線状の強い貝殻条痕を伴うものが多い。

日縁部を中心に隆起帯文を数条貼 り付けるもの。

日縁部を中心に微隆起帯文を数条貼り付けるもの。

隆起帯文上に刻み目や刺突文を施すもの。

田b6類 :粘土貼り付け手法を用いず、器表面の摘み上げで微隆起帯文を施文するもの。

いわゆる轟B式 上器に相当するが、Ill b l類はアカホヤ火山灰層以下より出土する微隆起帯

文土器の可能性がある。

地文の浅い貝殻条痕が残り、波状文を主体とする文様を施す。その他に直線文が施されるも

のもある。二本単位のヘラ状工具で施文するものが多い。震幅が比較的大きなIll c l類と、

震幅が小さいlll c 2類に分けられる。轟C式 上器に相当する。

平日縁と山形口縁のものがあり、外面や日縁部内面に短直線文や二本単位の波状沈線、列点

文などの文様をもつもので、文様状の条痕を施すものが多い。地文の浅い条痕が残るものと

条痕の痕跡がないものがある。次のとお り細分が可能である。

Ill d l類:列点文を施さず、外面や日縁部内面に短直線や渡状沈線を施す。これ らの沈線

は二本単位のものが多い。

Ill d 2類:Ill d l類のような細めのヘラ状施文具を用いず、幅広の施文具でやや浅めの沈

線ないし条痕状の沈線を施すもの。

Ill d 3類:沈線は施されず、列点文だけの文様構成のもの。

本類は轟D式 上器に該当する。

隆起帯文と沈線を組み合わせたⅡel類 や、隆起帯文がなく直線と孤状の細い沈線を組み合

わせたIll e 2類がある。器形は丸底で砲弾形を呈し、器壁は総じて薄い。野口式上器に相当

する。

外面全面に列点文や縦列横線文、菱形文などが組み合わされ、幾何学的な文様が施される。

胎上中に滑石を含むものがある。曽畑式上器に相当する。

外面や口縁部内面にフネガイ科貝類の貝殻腹縁を利用して、押引文を常状に施文するものや、

これに細い粘上紐を貼 り付けるものである。粘土紐を貼 り付けるものをIll g l類、貼 り付け

ないものを皿g2類 とする。尾田式上器に相当する。

Ⅳ類 阿 高式系土器群

外面に凹線文を主体とする文様を施す土器群。沈線文を施すものもあるが、 こ れは凹線文から沈線文

へと変化した土器群で、系譜的に連なるものである。また、Ill f類と同様に胎土中に多量の滑石を混入

するものもある。IV a～IV d類に分類できる。

Wa類 :凹線文間に押引文を加えた文様を主体とし、胎上に滑石を混入する。並木式上器に相当する。

Ⅳb類 :平底の深鉢形の器形を呈し、日縁部を中心に凹線文や凹点文を施す。文様の種類には縦 ・横 ・
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第 6章  縄 文時代の遣物

斜位の直線文や入組文、渦巻文などがあり、日唇部に回点文を施すことで、日縁部が波状を

呈するものが多い。胎土中に滑石を混入するものもある。阿高式上器に相当し、文様帯の幅

から以下のように細分できる。

Ⅳ bl類 :文様帯が日縁部から胴部上位にまで施され、凹点や横位の凹線文で文様帯と無

文部が明確に区別される。縦 ・横位、斜位の直線文や入組文などが施される。

日縁部は肥厚しない。

Wb2類 :文様帯が日縁部に限られ、胴部にくらべて日縁部が肥厚するもの。

Ⅳ c類 :日縁部に細めの回線文や太めのヘラで施文する土器群で、逆S字 形状文や縦 ・斜位の直線文

などを施す。南福寺式上器に相当する。日縁部が肥厚しないIVc l類 と、肥厚するWc2類

に細分できる。

Ⅳ d類 :深鉢形で日縁部文様常にヘラ状の施文具を用い、直線的な短沈線文を主に施文する土器群で

ある。出水式上器に相当する。

V類  市 来式系土器群

日縁部が突帯状に肥厚する貝殻条痕文系の上器群。本田縁部外面に短沈繰や爪形文、貝殻文を施す。

深鉢がほとんどで、日縁部は外反する。

Va類 :山形回縁のもの。日縁部に粘土帯を貼り付けるVal類 と、粘土帯を貼 り付けずに肥厚する

Va2類 に分類できる。

Vb類 :平日縁のもの。日縁部に粘土帯を貼 り付けるVbl類 と、粘土帯を貼り付けずに肥厚するV

b2類 に分けられる。

M類  磨 消縄文系土器群

器面に縄文を施した後、一部を磨 り消して文様を表現する磨消縄文の上器群である。Ⅵ a～ Ⅵ d類 に

分類した。

Ⅵ a類 回縁部が強く外反し、胴部から頚部を中心に左右対称に斜線や平行する沈線文を施文すると

ともに、沈線による渦巻文で胴部を飾る。文様帯は日縁部、頸部、胴部に区分される。器種

には鉢や浅鉢がある。鐘崎式上器に相当する。

日縁部が外反し、胴部が丸く膨 らみをもちながら平底の底部にいたる器形をなす。深鉢を主

体とする。日縁部はやや胆厚し、その部分にW字 状の貼付文や短直線文、疑似縄文などを施

文する。北久根山式上器に相当する。

3本 の沈線によって区画された細い帯部に縄文が残る。福田K2式 上器に相当する。

日縁部が 「く」の字形に屈出し、山形回縁を呈する。球状の丸みを帯びた胴部と頸部の境に

Ⅵ b類

列点文が配され、その下部に平行直線文や磨消縄文が施される。西平式上器に相当する。

Ⅶ類 黒 色磨研土器群

器面を丁寧に磨き、黒色に仕上げることを意図する黒色磨研技法を用いる土器群。日縁部が 「く」の

字形でやや内傾気味に屈曲し、頸部は孤状にくびれて胴部にいたる。日縁部に二から三条程度の平行沈

線がめぐる。御領式上器に相当する。

(2)A～ Dト レンチ出上の縄文土器

基本層序 I～V層 に分け、出上した縄文土器の形態的特徴や施文手法などについて詳述する。また、

Ⅵ c類

VI d類
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第 2節  土 器 ・土製品

出土層位が不明な土器も、比較的残存状態がよいものについては報告することにしたい。なお、「黒褐

色土層Jと と記されている土器があるが、 これは 「褐色土層」(基本層序IV層)と 「黒色土層」(基本層

序V層 )の いずれかに属するとみられる。しかし、区分が困難であるため、本稿では 「黒褐色土層 (基

本層序Ⅳ ・V層 )Jと して報告する。

① 表 土層及び撹乱層 (A～ Dト レンチ基本層序 I層 )出 土土器 (第23～25図)

1は 外面に山形押型文、内面に格子目押型文を施す Ib類 、 2は 外面に山形押型文のみを施文する I

a類 である。

3～ 13はIll類の上器。 3は III b 5類で、隆起帯文上や日縁部から胴部に貝殻縁による刺突列点文を施

す。 4は Ill c 2類で、横位や斜位の振幅が小さい渡状文を施す。 5は Ill c l類で、日縁部内外面に波状

文を施文する。 6～ 9は Ill d l類。 8・ 9は 日縁部内外面に二本単位の沈線を施す。10はIll e 2類で、

外面に波状や円311状の沈線を施す。11はIll g類で、内外面に貝殻腹縁による帯状の押引文を施す。12は

平底、13は尖底の底部片である。

14～33はⅣ類である。14はIV a類で、胎上に滑石を多量に含み、外面に押引文を施す。15～22、26、

30は日縁部外面に回線文や凹点文を施すIV b類で、日縁部の破片のため文様構成が不明なものもあるが、

15,16は Ⅳbl類 、残 りはⅣb2類 とみられる。15は日縁部から胴部にかけて渦巻状の粘土紐を貼 り付

ける。23～25、27は口縁部が肥厚するIVc 2類 で、23・24は日縁部に逆 S字 形状文を施す。28・29、31

～33はIV d類であり、縦位の平行沈線を施す。また、34～39はIV～WI類に相当するとみられる底部片で、

34の底面には鯨合椎骨痕もしくは網代痕、37の底面には鯨脊椎骨痕、39は鯨脊椎骨痕に加えて木葉痕が

残る。

40はWI a類で日縁部に橋状把手を付け、内面には渦巻状の沈線を施す。器表面には赤色顔料が付着す

る。41はⅥ c類 で、三本単位の沈線内に縄文が残り、それ以外の部分を丁寧に磨 り消す。

42～46は黒色磨研土器群のⅦ類の上器。42～44は深鉢で日縁部に沈線がめぐる。45・46は浅鉢で、 日

縁部がくの字形に屈折し、上方に立ち上がる。

② 黒 ・褐色混土貝層及び混貝土層 (A～ Dト レンチ基本層序 Ⅱ層)出 土土器 (第26～33図)

47はⅡa類 、48は工b類 の上器で、日縁部外面に員殻腹縁による刺突文を帯状に施す。48は日縁部が

ラッパ状に開き、横位の二条の貝殻文下に斜位の直線文を施す。49も外面に貝殻腹縁を帯状に施文する

が、器壁が薄い点や貝殻条痕を地文とすることから、Ill類の上器の可能性が高い。

50～95はIll類の上器。50～53、68、93はIII a類で、50・53は日縁部に刻み目がある。50～53はIll a l

類、68はIll a 2類である。器表内外に強い貝穀条痕が残っており、50の内面は曲線文を施す。52は尖底

の底部片である。

54～60は日縁部や胴部に隆起常文を施すIll b類。59はIll b l類、54・55・57・58はIll b 2類、60はIll

b4類 、56はIll b 6類である。多くが日縁部に一から数条の断面三角形や合形状の粘土紐を貼 り付ける

が、59のように日縁部から胴部上位の全面にかけて微隆起帯文をほぱ等間隔に配置するものもある。ま

た、55や57・58は貝殻腹縁で曲線や波状の文様的な条痕をもつ。

61～64はlll c l類の上器で、器表面内外に横位や縦位の波状文を施す。65～67、69～81はIll d類の上

器で、71・74・75は山形日縁を呈する。また、67・70・78を除き口縁部に刻み目を有する。65・66・69・
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第23図 表 土層及び撹乱層 (A～ Dト レンテ基本層序 I層)出 土縄文土器 1(1/3)
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第25図 表 土層及び競乱層 (A～ Dト レンテ基本層序 I層)出 土縄文土器 3(1/3)

73～79・81は外面に短直線文や波状沈線を主体とするlll d l類で、76の日縁部には穿孔がある。67・71・

72・80はIll d 2類で、72の回縁端部内面には貝殻腹縁による押引文を施文する。70はIll d 3類である。

82は文様構成よりIll f類の範暉に含まれる土器で、細い施文具で回縁部内外に刺突文、波状文などを

施す。83～90はIll g類の上器で、貝殻腹縁による押引文を帯状に施すが、日縁部には刻み目はみられな

い。84～86・89は山形口縁を呈する。84・87はIII g l類、残 りはIll g 2類である。III g l類の84・87は

細く断面が蒲鉾形の粘上紐を縦位に貼り付ける。lll g 2類の83・88690は 、押引文の施文後に縦位や円

31R状の沈線を施し、88・89は縦位と横位の列点文で文様帯を区画する。91は尖底、92・94・95は平底の

Ill類とみられる底部片である。

96～142はⅣ類の上器である。96はIV a類で胎土に滑石を含む。97～118はIV b類。日縁部から胴部ま

で残存している資料は少ないが、縦方向に文様が展開するとみられる99や、幅広の文様帯の100・107・

■ 赤色顔料
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第27図 黒 ・褐色混土員層及び混員土層 (A～ Dト レンテ基本層序 工層)出 土縄文土器 2(1/3)
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第28図 ンテ基本層序E層 )出 土縄文土器 3(1/3)
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113を除き、総じて口縁部文様帝が狭く、文様が比較的簡略なものが多い。渦巻文を施す97・102のほか、

凹点文によって区画された文様常に縦位や横位、斜位に凹線文を施文する98・100・103・107・112・114・

116・117などがある。IVb l類 は99・100・104～107・110,112・ 113、IV b 2類は97・98・101～103・

108・ 109・ 111 ・ 114～118。

119～131はIV c類。細めの回線やヘラを用いて逆S字 状文やそれに類する文様を回縁部に施す120・

122・123、羽状文の125・126・128などがあり、122・125・128・129はIV c l類、残 りはⅣc2類 であ

る。132・133はIV d類で、ヘラ描きの直線的な沈線でやや肥厚した日縁部に文様を描 く。134～142はIV

類に属するとみられる土器の底部片である。このうち、134・137・139の底面に鯨脊椎骨痕、136には縄

状圧痕、140・141には木業痕が残存する。

143～149はV類 の上器で、143・148を除き日縁部に粘土帝貼 り付け手法が用いられる。148・149は山

形日縁で、149は半裁竹管状の文様やヘラ状工具で曲線が施される。148がVa2類 、149がVal類 。

143～147は平口縁で、斜位や横位の沈線を施す。143はVb2類 でそれ以外はVbl類 である。

150～164はWI類の上器である。150～156,158は鉢もしくは浅鉢のWI a類で、日縁部は外側に大きく

肥厚し、胴部には数条の平行する沈線文をめぐらせ、その間に縄文が残る。151は日縁部に橋状把手が

付き、上部には渦巻文を施す。また、154・155は回縁部に穿孔がある。157・159～161はWI b類で、159

の日縁部にはW字 状の粘土紐が貼り付けられ、160には赤色顔料が付着している。

③ 純 員層 (A～ Dト レンチ基本層序III層)出 土土器 (第34～37図)

165～183はIll類の上器である。Ill a 2類の165は、器表面の内外に地文の貝殻条痕を施した後、縦位

や斜位の直線的な貝殻条痕を施す。また、穿孔が lヶ所ある。166・167はIll b 3類で、 日 縁部に隆起帯

文を施す。168・169はIII c類。168はIll c l類で、169はUの 字の器形を呈し、日縁部から底部外面にか

けて三本単位の平行沈線や波状文を施す。Ill c 2類に相当する。170～175はIll d類で、171・172は二本

単位の施文具で沈線を施すIll d l類、172はIlr d 2類、170,174・ 175は貝殻条痕の後に列点文を施すIll

d3類 である。176は横位や斜位の沈線を組み合わせるIll f類。177～180は丸底深鉢のIll e類で、ヘラ

状工具を用いて細めの短沈線や波状文、円孤状の文様を施文する。

184～209はIV類の上器。184～197・199・203はⅣb類 。鉢形を呈する188・190を除き、全て深鉢形を

呈し、191・194のように粘土紐を貼 り付けて凹点文や半裁竹管を施すものもある。日縁端部に凹点文を

施すものは、日縁部が波状を呈するものが多い。また、日縁部から底部まで残存する資料はないが、出

上した資料の文様帯は日縁部から胴部上半部に集約され、全面施文するものはないと判断される。 この

文様帯と無文部との境は、凹線文や連続する凹点文で区画されているものが多い。IVb l類 は184・187・

189,193・ 195、IV b 2類は185・186・188・190・192・194・196・197・199・200・203である。

198・201・202はⅣ c類 に分類され、幅が狭い口縁部文様帯にカーブを描いた短い沈線を施す。 日縁

部が肥厚しないIVc l類 の201、肥厚するIVc 2類 の198・202に分けられる。204・205はIV d類で、ヘ

ラ状工具で横位の沈線を施す。206～209は底部片で、すべて平底である。200・209は鯨脊椎骨の痕跡が

底面に残る。

④ 褐 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序IV層)出 土土器 (第38～47図)

210はIa類 の上器で外面に山形押型文を施す。211はⅡb類の上器で、日縁部がラッパ状に開き、外
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第33図 黒 ・褐色混土貝層及び混員土層 (A～ Dト レンテ基本層序 工層)出 土縄文土器 3(1/3)

面に連続する貝殻腹縁による刺突を施す。

212～319は Ill類の上器である。212～228は Ill a類で、器表面の内外に強い貝設条痕を施す。日縁端部

には貝殻腹縁による刻み目が付けられたものが多い。横位や斜位の強い条痕のみを施す214・216～219,

221～223・227のような一群と、215・220・224・225,228の ように縦位や横位、曲線状の文様的な条痕

を施す一群がある。212～214・216～219・221～223。227は Ill a l類、215・220・224・225・228は Ill a

2類 である。

229～256は Ill b類の上器である。器壁に粘土紐を貼 り付け隆起帯文を施すものであり、その多くが横

位のものを一から数条めぐらすが、斜位や縦位に貼 り付ける244・245。 247・250・ 252な どがあり、さ

らに隆起帯文上に列点文を施すものなどバリエーションがある。口縁端部に貝殻腹縁による刻み目がつ

くものが多い。

lll b l類は244・245・247で外画全面に斜位の微隆起帯文を貼 り付ける。229～234は強い貝殻条痕を

施した後、日縁部に一ないし二条の請鉾状の粘土紐をめぐらせるIll b 2類で、231～234は隆起帯文上に

刻み目を施す。表面は貝殻腹縁による縦位や曲線状の条痕を施しており、lll a 2類の文様的な条痕をほ

どこすものと類似する。Ill b 3類の235～238・240・242・243・246・252は 日縁部から胴部にかけて隆
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第37図 純 員層 (A～ Dト レンチ基本層序III層)出 土縄文土器 4(1/3)

起帯文を施す。横位のものがほとんどであるが、252は縦位、246は曲線状を呈する。皿b4類 の239・

241は細い粘土紐を貼 り付けて微隆起常文を施文する。隆起帯文上に刻み目や刺突文を施す248～251・

253・256はIII b 5類に分類できる。250。256は縦位の隆起帯文を施文する。Ill b 6類の254,255は 、粘

土紐を貼 り付けず、器壁を指先で摘み上げ、隆起帯文に仕上げる手法のものである。

なお、Ill e l類の257は日縁部に隆起常文を施し、胴部に二本単位の沈線で直線文や波状文を施文す

る。いわゆる 「野口 ・阿多タイプ」の上器である。

258～268は器表面に波状文を主体とする文様をつけるIll c類。263を除き全て外面だけに文様を施し、

二本単位の沈線を施すものが多い。Ill c 2類の262以外、全てIll c l類である。258は平底の小型深鉢で、

山形口縁を呈する。263は地文の貝殻条痕を施し、内外面に二本単位の横位の沈線と波状沈線を組み合

わせる。また、265は外面全面に縦位の沈線及び波状況線を施す。

269～294はlll d類である。272・276・277が山形日縁であるが、それ以外にも小破片のなかには山形

口縁の上器が存在する可能性がある。外面や日縁部内面にヘラ状の施文具で沈線を主体 とする文様を施

す269～274・276・279～283・292～294はIll d l類に分類できる。272は内外面に二本単位の山形状の短

沈線及び押引状の沈線を施す。270・273・281はこのような沈線に加えて外面に二、三本単位の沈線を

-60-



第 6章  縄 文時代の遺物

第38図 褐 色土層 (A～ Dト レンテ基本層序W層 )出 土縄文土器 1(1/3)
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第39図 褐 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序Ⅳ層)出 土縄文土器 2(1/3)
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第43図 褐 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序W層 )出 土縄文土器 6(1/3)
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第47図 褐 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序V層 )出 土縄文土器10(1/3)

組み合わせる。275・277・278はIll d 2類、284～291は日縁部から胴部の外面に刺突文を数条めぐらせ

るlll d 3類である。292～294は内外面にヘラ状工具で横位の沈線と波状文を主体とするものである。ま

た、295,296は日縁部が外反して端部が外側に突出するもので、日縁端部に列点文をめぐらせる。沈線

は施されていないが、器形からみてIll d類ないしlll f類に含まれよう。

297～300はIll e類で、細めの沈線で直線文や波状文、弧状沈線を施す。298は短沈線及び刺突文、弧

状沈線を組み合わせ、横位や縦位の列点文で文様帯を区画するなど規則的な文様を施す。301～304はIII

g類 で貝殻腹縁を施文具とする押引文を帯状に施す。305～312は小破片のため細分していないが、おそ

らく調整技法のあり方から305～310はIll a類、311・312はIll c類かIll d類であろう。

313～319は底部片で、319のみ尖底状を呈するがその他は平坦である。313・316の底面に紐状圧痕が

認められ、前者にはほヤゴ等間隔に平行する五条の圧痕が残る。320・321は貝殻条痕が施されず、器壁は

ナデ調整で仕上げられる。

⑤ 黒 褐色土層 (A～ Dト レンチ基本層序IV・V層 )出 土土器 (第48・49図)

322は底部に近いIa類 の破片で、外面に山形押型文を施す。323は日縁部に貝殻腹縁の刺突列点文を
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第48図 黒 褐色土層 (A～ Dト レンテ基本層序Ⅳ ・V層 )出 土縄文土器 1(1/3)
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第49図 黒 福色土層 (A～ Dト レンテ基本層序W・ V層 )出 土縄文土器 2(1/3)

横位や斜位に施す。小破片のため判然としないがIa類 に相当するものか。

324～337はlll類である。324。334・335はIll a l類の胴部の破片で、器表面の内外に不定方向の強い

貝殻条痕を施す。325～327はlll b類。325は斜位に細い粘土紐を貼 り付けた隆起帯文のIIE b 4類、326・

327は粘土紐の貼 り付けは行わず、器壁を指先で摘み上げて細く低い隆起帯文をつくるIll b 6類である。

328・β29は日縁部に波状文を施したIII c l類。330。331は地文のごく浅い条痕の上に、ヘラ状の施文具

で短直線文や押引状の線を施すIll d l類である。

その他、332・333はIll線の上器とみられる。336・337は底部片である。336は底部外面にも貝殻条痕

が残る。

⑥ 黒 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序V層 )出 土土器 ・土製品 (第50～52図)

338は Ia類 の大きく外反する日縁部に近い部分であろう。内外面に山形押型文を施す。339～341は

I類 であり、339は日縁部がラッパ状に関くⅡb類 で、日縁部に貝殻腹縁による押引文を施す。340は日

縁端部に刻み目を有し、肥厚した日縁部にヘラ状工具で斜位の沈線を描く。341は山形の区画内に沈線

を充填する工類の胴部片である。

342～340、348～372はIll類で、日縁端部には刻み目を施すものが多い。342～344はllE a類で、342・

344は不定方向の条痕を施すllE a l類、343は横位の文様的な条痕が施される皿a2類 である。

347を除く345～359はIll b類の上器。日縁部が緩やかに外に開くものが多い。日縁部に一条の比較的

高く突出する隆起帯文を施す353はlll b 2類、350～352はIll b 3類、隆起帯上に列点文を施す345。346・

348・349・355・356はIll b 5類、器壁を摘み上げて隆起帯文を表す357・358はIll b 6類に分類される。

横位や縦位の波状文を施文する360～362は、いずれもlll c l類に分類される。363～366はIll d類に相

当し、二本単位の沈線や押引文を施す364・365はIll d l類、366はIIE d 2類、 日 縁部外面に列点文を施

す383はlll d 3類である。隆起帯文と波状文を組み合わせるIll e l類の347は、野口 ・阿多タイプに該当

しよう。868は小破片であるが、all状沈線がみられることからlll e類であろう。367はIll f類の胴部片で、

外面に平行斜線文や縦横位の沈線を施す。
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第 6章  縄 文時代の遺物
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③ 373

第52図 黒 色土層 (A～ Dト レンテ基本層序V層 )出 土縄文土器 ・土製品 (1/3)

371・372は Ill類の底部片で、内外面に員殻条痕が残る。373は細長の上鍾で、端部は細 くすぱまる。

○ 出 土層位不明及び遺構埋土出上の土器 (第53図)

A～ Dト レンチで出上した縄文土器のうち、出土層位が不明であるが残存状態が比較的良好な土器に

ついて報告する。なお、380はAト レンチ8グ リッドのビット埋土から出上したものだが、本ピットの

検出層位が不明であるため、本項で取り上げた。

374～379・381はIII類の上器で、日縁部には刻み目を施す。374は綾杉状の条痕を施すIll a 2類で、平

底の375は内外面に不定方向の条痕を施すIll a l類。376は丸底とみられる深鉢で、日縁は山形を呈し、

縦位の隆起帯文を有するIll b 3類。377・378・381はlll d類で、377・381は日縁部に沈線を施すIll d l

類、378は幅広のヘラ状施文具で条痕状の沈線をめぐらせるIll d 2類である。379はlll類の底部片である。

380は磨消縄文系の鉢形土器で、日縁端部が肥厚し、張り出した胴部に横位の沈線をめぐらせる。器

形から171a類に分類できる。

(3)Eト レンチ 出上 の縄文土器

① 黒 褐色混土貝層 (Eト レンチ基本層序Ⅱ層)出 土土器 (第54・55図)

382～384は平口縁で日縁部に粘土帯を貼り付けるVbl類 である。日縁部は外反し、突帯状に肥厚し

た日縁部に斜位や縦位の短沈線を施す。

385～390はⅥ類の上器。Ⅵa類 の386は、胴部中央が張り出し、日縁端部が外側に突出する鉢形を呈

する。385・388は日縁部が肥厚し、磨消縄文を施すⅥb類 で、後者は胴部中位まで復元できる。日縁部

に縦位の沈線を施す橋状把手が付き、日縁部に三条の平行沈線を施す。387・389は日縁部が 「く」の字

状にやや内湾し、横位の沈線がめぐる。387は頸部と胴部の境に列点文が施され、胴部上位に磨消縄文
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第54図 黒 褐色混土員層 (Eト レンテ基本層序 I層 )出 土縄文土器 1(1/3)
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第2節  土 器 ・土製品

0                   10cm

―

1 0c ll

第55図 黒 褐色混土員層 (Eト レンチ基本層序工層)出土縄文土器 2(394の み 1/4、 その他は 1/3)

が施される特徴からⅥd類 の可能性が高い。390は形状から判断して皿と推定され、内面に波状沈線や

三条の平行沈線を施す。WI b類に伴うものとみられる。

391～394はlll類に相当する土器である。391は浅鉢で、日縁部が短く外反する。日縁端部に粘上を貼

り付けて穿孔を施す。392～394は深鉢で、頸部は内湾し、日縁部は 「く」の字形を呈する。

② 純 貝層 (Eト レンテ基本層序III層)出 土土器 (第56・57図)

397～401・407はVbl類 の深鉢形土器である。日縁部は外反し、粘土帯貼り付けによって肥厚した

部分に斜位の短沈線や曲線状の沈線を施す。日縁部の断面形状は三角形状を呈する。

402～400・408はWI b類の上器で、いずれも深鉢であろう。402・403は日縁部に磨消縄文を施し、後

者には釣手状の文様が表現されている。404は山形日縁を呈し、やや肥厚した日縁部に縦位の沈線を施

す。405は日縁部に渦巻状に粘土紐を貼り付ける。400は外反するやや肥厚した日縁部に斜位の短沈線を

施す。408は頸部がしまり、張り出した胴部に二本単位の沈線及び磨消縄文を施す。また、外面に赤色
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第56図 純 員層 (Eト レンチ基本層序Ill層)出 土縄文土器 1(1/3)
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第2節  土 器 ・土製品

■ 赤色顔料

第57図 純 員層 (Eト レンテ基本層序Ill層)出 土縄文土器 2(1/3)

顔料が付着している。

409はⅦ類にあたる土器で、日縁部は 「く」の字形に内側に屈曲し、外面に横位の三条の沈線を施す。

410～413はV・ Ⅵ類の底部片であろう。

③ 暗 褐色混土貝層 (Eト レンチ基本層序IV層)出 土土器 (第58～61図)

414～425はV類 の深鉢形土器である。414・416は山形日縁のVa類 で前者はVa2類 、後者はVal

類。414は肥厚した日縁部に爪形文を施す。416の回縁部は断面三角形状を呈し、外面に刺突列点文を施

す。415。417～425は平口縁のVb類 で、418はVb2類 、それ以外はVbl類 である。417～422は肥厚

した日縁部に斜位の短沈線をめぐらせるが、419は二方向の斜線単位を交互に組み合わせた文様をつけ

る。また、420の日縁部内面には曲線状の沈線が施文される。423は日縁部に刺突列点文、424は爪形文

が施される。425は日縁上位に沈線をめぐらせ、下部に斜位の沈線を施す。

426～437はⅥ類の上器で、426～428、431～433は器表面に赤色顔料が付着している。427～432はWI a

10cD
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第58図 暗 褐色混土員層 (Eト レンテ基本層序Ⅳ層)出 土縄文土器 1(1/3)
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第59図 暗 褐色混土員層 (Eト レンテ基本層序V層 )出 土縄文土器 2(1/3)
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第60図 暗 褐色混土員層 (Eト レンテ基本層序Ⅳ層)出 土縄文土器 3(1/3)

獲 赤色顔料
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第 2節  上 器 ・上製品

／

４３８

１１

トレンチ基本層序Ⅳ層)出 主縄文土器 4(1/3)

第62図 晴 褐色混見土層 (Eト レンチ基本層序V層 )出 土縄文土器 (1/3)

類で、427・428・430は日縁部が外反し、頸部がくびれて胴部が外側に張 り出す鉢形土器。いずれも胴

部上位に平行する数条の沈線をめぐらせ、沈線間には縄文が残る。釣手文を胴部に配する432も基本的

には同様の器形 ・文様構成であろう。429は橋状把手が付き、その上部に粘土紐を貼 り付け渦巻文を施

す。
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第6章  縄 文時代の遺物

第63図 Eト レンテ土壊墓埋土及び出土層位不明縄文土器 (1/3)

426、433～436は171b類で、脚台の430を除き深鉢形土器であろう。426は日縁部が外反し、端部に縄

:岳 骨岳を;熙

緞 七岳啓盆置号と雷歓督景を轡

景

告品岳景暑苦格盈喬雪暑番3骨 言按

437はⅥ d類 の胴部片で、平行する沈線で区画された間に縄文が残る。438～441は平底の底部片で、

おそらくV・ Ⅵ類に属するものであろう。

④ 暗 褐色混貝上層 (Eト レンチ基本層序V層 )出 上上器 (第62図)

442～445は全てV類 の上器で、443はVal類 、445はVa2類 、442・444はVb2類 である。442は

肥厚する日縁部に文様はつけられておらず、指オサエの痕跡が残る。443の回縁部の肥厚部分は 「く」

サ

４４８

―-85-―
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第 6章  縄 文時代の遺物

の字状を呈し、その外面に曲線状の沈線を施文する。444は肥厚した日縁部に刺突文、445は断面三角形

状に肥厚した日縁部にヘラ状の施文具で上下二段にわたり押引文を施す。

⑤ そ の他の出土土器 (第63図)

446・447は8号 土墳墓埋土より出上した深鉢形土器で、446はⅥ b類 、447はVbl類 である。446は

日唇部に沈線をめぐらせ、肥厚した日縁部下部に刻み目を付け、日縁部から頭部に橋状把手を配する。

447は日縁部に粘土帯を貼り付け、ヘラ状工具で斜位の短沈線を施す。また、448はWI d類の胴部で、出

上層位は不明である。

(4)出 土 地 点 及 び 層 位 不 明 の縄 文 土 器 (第64～66図)

449～457はIll類の深鉢形土器。不定方向の条痕を施すIll a l類は449、II a 2類は450～452である。

449を除き、日縁端部に刻み目を施す。451・452は地文の貝殻条痕をナデ調整後、日縁部に横方向の条

痕、それより下位は綾杉文状の条痕を施す。

453・454はIII b類、455・456はIII c l類に該当する。453はIll b 5類の胴部片で、刻み目がある縦位

の隆起帯文、454はlll b 3類で、緩やかに締まった頸部上位か ら日縁部にかけて、三条の隆起帯文をめ

ぐらせる。455は地文の貝殻条痕上にヘラ状工具で波状文、456は二本単位の沈線で波状文を施文する。

457は平底を呈するIll類の胴部から底部の破片で、器表面内外に貝殻条痕を施す。

458～460はIV類の上器で、461もその可能性がある。458はIV b 2類で、日縁部に横位の凹線文で文様

帯を区画し、内部に渦巻状の文様を施文する。やや口縁部が肥厚する459はIVc l類、日縁部が肥厚 し

ない460はⅣ c2類 。459は日唇部に凹点をめぐらせ、日縁部の狭い文様常に羽状の文様を施す。460は

日縁部を横位の凹線文で区画し、連続する51t状の文様を施す。

462は鉢形土器のWI a類で、頭部下位から胴部にかけて、平行する数条の横位や斜位の沈線及び釣手

状文を施文する。463・464はVI d類で顕部から胴部に平行する沈線がめぐる。465は日縁部が 「く」の

字形に屈出し、外面に二条の幅広の沈線がめぐるMl類の深鉢形土器である。

第 3節  石 器 ・石製品

(1)出 土石器の概要と分類

轟貝塚から出上した石器及び石製品は、石鉄、石匙、削器、石錘、磨石 ・叩石、石皿、磨製石斧、石

鋸、石笛、石製垂飾、次状耳飾などである。素材となる石材は安山岩が最も多く、石鏃に関しては黒曜

石やチャー トも用いられるが、割合的には多くはない。

以下、土器 ・土製品と同様にA～ Dト レンチ、Eト レンテに分けて、出土層位ごとに解説する。なお、

石鏃、石匙、石錘、磨石 ・叩石、磨製石斧については以下のように分類した。

石  鏃  平 面の全体形態からI類 (正三角形もしくはそれに近いもの)と Ⅱ類 (縦長二等辺三角形)、

lII類(横長二等辺三角形)に 分類した。さらに基部の形状からa類 (浅く快れるもの)、 b類 (Vの 字

形に快れるもの)、 c類 (Uの字形に決れるもの)に 細分でき、 こ れらの組み合わせによりIa類 、 I

b類 、 Ic類 、 Ea類 、 工 b類 、Ec類 の6つ の形式に分類した。

石  匙  平 面の全体形態よりI類 (横長)、 Ⅱ 類 (縦長)に 分類でき、つまみ部の大小から、 a類

―-87-
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第66図 出 土地点不明縄文土器 3(1/3)
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第3節  石 器 ・石製品

(比較的大きく作 り出すもの)、b類 (小さく作 り出すもの)に 細分できる。これらの組み合わせによっ

て形式を設定した。つまり、 Ia類 、 Ib類 、Ⅱa類 、工b類 の4形 式に分類できる。

石  鍾  礫 の紐掛け部の形状から、礫の両端に小剥離を施す I類、礫の周縁に溝を設ける工類 (い

わゆる有溝石錘)に 分類した。

磨石 ・叩石 形 状よりI類 (円形もしくはそれに近いもの)、工類 (精円形)、IIl類(不整形)の 3つ

に分類した。

磨製石斧 形 態的特徴より、長方形のもの (I類 )、刃部が頭部にくらべて幅広 く台形状を呈するも

の (I類 )、全体の形は長方形を呈するが、両側縁部が膨 らみをもつもの (III類)に 分類できる。また、

刃部の形状より直刃 (a類 )と 円刃 (b類 )、やや斜刃のもの (c類 )に 細分され、 Ia類 、 Ib類 、

Ic類 、工a類 、工b類 、 Ec類 の6つ の形式に分類した。

(2)A～ Dト レンテ 出上 の石器 ・石製品

① 表 土層及び撹乱層 (A～ Dト レンチ基本層序 I層)出 土石器 ・石製品

466～468は石鏃で、466・467は■b類、468は■c類 である。石材は466・468が安山岩、467が黒曜石

を用いる。466、468は最大幅が基部下端であるが、467は体部が最も幅広い。469は安山岩製の石鋸で、

1点のみの出上である。長軸の一辺に鋸歯状の刃部を作り出した剥片石器で、軸にはめこんで使用した

サイド・ブレイドであろう。470はIb類 の石匙で安山岩製。471は長方形で断面精円形を呈する石製品

である。小田部に穿孔を施して筒抜け状になっており、長辺中央付近にこの穿孔とつながる小さな穿孔

を施す。形態的特徴から石笛の可能性が高い。石灰岩製で、表面は丁寧に研磨されている。

472・473は石錘で、472はⅡ類で周縁に溝を設ける。473は両端に小剥離を施す I類の石錘である。474

は I類の磨石 ・叩石で、両面とも敲打により中央付近が窪んでいる。475・476は磨製石斧。475はⅡa

類で、全面に研磨が施されており、刃部の大半を欠いている。476はIll c類で、刃部に近い部分は丁寧

に研磨を施す。

② 黒 ・褐色混土貝層及び混貝土層 (A～ Dト レンチ基本層序工層)出 土石器 ・石製品

477～485は石鏃で、477はIa類 、478はIll b類、479～482は■b類 、483～485はIc類 である。安山

岩製のものが477・481～484、黒曜石製が478・485、テャー ト製が479。480である。このうち、lll b類

の478は横長の石鏃で、出土数が少ない。486～490は石匙で、486・487がIa類 、488・489がIb類 、

490は■a類。全て安山岩製である。486は二般に分かれる大きなつまみ部を有するもので、本調査では

この1点のみの出上である。これらは全て 1辺のみに刃部をもつ。491・492は安山岩製の削器で、刃部

作り出しの状態から片刃と判断される。493は滑石製垂飾で、平面形は精円形を呈し、端部のlヶ所に

穿孔がある。表面は丁寧に研磨が施される。

494はI類、495はⅡ類の安山岩製石錘。496～499は磨石 ・叩石で、496～498はI類、499は不整形の

Ill類である。496はほぱ全面、498は両面の平坦な部分に磨痕が認められる。また、499には敲打によっ

て生じた精円形の窪みがある。500はⅡa類 の輝緑岩製磨製石斧で、刃部周辺は研磨痕、体部から頭部

にかけては敲打痕が残る。

③ 純 貝層 (A～ Dト レンチ基本層序III層)出 土石器 ・石製品
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4 6 6～469( 1 / 1 )
470 (2/3)
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2/3、1/2、1/3Dト レンテ基本層序 I層)出土石器 ・石製品 1(1/1、
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第68図 表 土層
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第69図 黒 ・福色混土貝層及び混員土層(A～ Dト レンテ基本層序I層 )出土石器 ・石製品 1(1/1、 2/3)
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第3節  石 器 ・石製品

第71図 黒 ・褐色混土員層及び混員土層(A～ Dト レンテ基本層序 I層 )出土石器 ・石製品3(1/3)
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ン0ン
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第72図 純 員層 (A～ Dト レンテ基本層序Ill層)出 土石器 (1/1、 1/3)

501～507は石鏃で、501・502はIb類 、503は■a類 、504～506は工b類 、507はEc類 。505・507は

安山岩製、501・504は黒曜石製、502・506はチャー ト製、503・505は安山岩製である。 このうち507は

長さ3 8cmの大型品である。508・509は安山岩製の磨石 ・叩石で、508は縁辺に敲打痕がある。

④ 褐 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序IV層)出 土石器 ・石製品

510～529は石鏃である。510～516はIb類 、517～521は■a類、522～524・527・528は■b類 、525・

526はIc類 、529はⅡc類 で、安山岩製は510～514・516・517・519～521・523・524・526・528、黒曜

石製は515・518・522・525・527・529である。524や526、529のように体部が丸みを帯びるものもある

が、全てにおいて基部が最大幅となる。このうち、529は調査時の注記によると1号人骨に伴うとされ

ている。530はⅡb類 の石匙、531～533は肖J器で、いずれも安山岩製である。530は縁辺全面に刃部が作

り出されている。また、削器は刃部の作り出しの状態から531は片刃、532・533は両刃である。

Ａ
ＩＩＩ

‐―‐
Ｗ

Ｙ

ハ

ーーー

‐―‐

‐―Ｉ

Ｗ

冊

湘

―――

‐―‐

‐―‐

Ｗ

Ｗ

品
―――

‐―‐

開

珊

Ｗ

501～507(1/1)
508  509 (1/3)

◇

Φ
◆

◆

-95-



第 3節  石 器 ・石製品

◆     酎
1

の     研
3   ◆

    m 4

◇

Φ

◆      5 1 5

Φ    〕
8

舎    碑
2

◇    跡   Φ    軸

賜

　

鯛

乱
―――
‐―‐
‐―‐
側
‐――
‐―Ｉ
Ｖ

　

　

第

ン

５２３

ハ
胤
冊
Ｖ

ン は総
◆     磁 9

(A～ Dト レンチ基本層序Ⅳ層

-96-

層

閉
　
祖褐 )出 土石器 1(1/



第 6章  縄 文時代の遺物

働

‐―

‐―

開

‐―Ｉ

Ｕ

倒

‐―

――

――

∇

滑

‐――

‐――

‐――

珊

冊

ハ
榊
Ⅵ
ＩＩＩ
腸

攣ブ
｀

―
/ ｀

―

―

|

規
キ

出土石器 2(2/3、  1/3)



第 3節  石 器 ・石製品
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第75図 褐 色土層 (A～ Dト レンテ基本層序Ⅳ層)出 土石器 3(1/3)
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第76図 黒 褐色土層 (A～ Dト レンテ基本層序W・ V層 )出 土石器 (1/1)

534はI類の石錘、535～537は磨石 ・叩石で、535・536は縁辺に敲打痕があり、裏表面は使用により

磨痕が認められ、537もほぱ全面に摩滅した痕跡を確認できる。

⑤ 黒 褐色土層 (A～ Dト レンチ基本層序Ⅳ ・V層 )出 土石器 ・石製品

539～541は石鏃で、539は工a類、540はIa類 、541はⅡc類。全て安山岩を用いる。541は3 cIBを超

える大型のもので、前述の507が少し短くなったような形状を呈する。

⑥ 黒 色土層 (A～ Dト レンチ基本層序V層 )出 土石器 ・石製品

542～546は石鏃で、542・543はⅡa類、544・545は工b類、546はIc類 である。542は黒曜石、543
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第78図 A～ Dト レンテ出土層位不明石器 (1/1、  1/3)
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第 6章  縄 文時代の遺物

はチャー ト、544は凝灰岩、545はサヌカイ ト、546は安山岩で作られている。547は石鏃状を呈するが、

復元長約 5 cmと石鋲とするには疑間が残 り、厚さも通有の石鏃の2倍 程度であることから、尖頭器と判

断した。548は工類の磨石 ・叩石で、縁辺を中心に敲打痕が残る。

④ A～ Dト レンチ出土層位不明石器

549はEa類 の石鏃で安山岩製。550は砂岩 (本ルンフェルス)と みられる磨製石斧で、工b類 に分類

される。全面わたつてT寧 な研磨が施される。

(3)Eト レンチ出上の石器

551～553は混土貝層Ⅱ (基本層序Ⅳ層)ん らヽ出上した石器である。551は安山岩製のⅡa類 の石鏃で、

基部は浅く挟れる。552は礫の両端に小剥離を施す I類の石錘。553は精円形を呈する安山岩製の石皿で、

長辺側の両端がやや反り上がっており、使用面は摩滅している。

554・555は混貝土層 (基本層序V層 )か ら出上した小型の磨製石斧である。554はIb類 の石斧で、

頭部から体部にかけては敵打痕が残 り、使用により刃部が摩滅 している。555は変成岩のホルンフェル

スで製作したⅡb類 の石斧で、頭部を欠損する。全体に丁寧な研磨が施される。

(4)出 土地点不 明石器 ・石製品

556は安山岩製の磨石 ・叩石で、 ■類に分類される。557は体部の一部と刃部を欠損する磨製石斧であ

る。刃部に向かって幅広くなっていることから■類に分類される。表面は丁寧な研磨が施される。558

は滑石製の映状耳飾で、 2/3程 度を欠損している。裏表両側から施された穿孔が lヶ所ある。

第 4節 骨 角 器

(1)獣骨製品

559～563は骨製刺突具で、全て動物の四肢骨を使用しているとみられる。559・560・563は基部側が

幅広で先端に向かって尖っており、561・502は幅が狭いまま先瑞部にいたる。559はAト レンチ混土貝

層 (基本層序 工層)よ り出上したもので、全体を研磨整形して先端を尖らせており、破面も研磨されて

いる。500は先端から基部まで良好に残存する資料で、全体に研磨が施され、基部にかかりを設けてい

る。Dト レンテ純貝層 (基本層序lll層)よ り出土。561はAト レンテ 7グ リッドから出上しているが層

位不明の資料で、全体に研磨が施されるが基部を欠損している。502はEト レンテ混土貝層 Ⅱ (基本層

序Ⅳ層)出 上で、先端部と基部を欠く。全体に研磨が施される。563は出土地点不明の資料で、基部か

ら先端を欠損するが、それ以外は研磨されている。567は骨製刺突具か替で、 Eト レンテ混土貝層 Ⅱ

(基本層序Ⅳ層)よ り出上。 これも先端部と基部を欠き、欠損部分以外は研磨が施されている。

568はAト レンテ混土貝層 (基本層序 Ⅱ層)よ り出上した骨製警もしくはヘラとみられ、基部を欠損

しているが、先端部が残存する。全体に研磨が施される。骨製刺突具の形状に似るが先端部がやや丸 く

仕上げ られている。569は完形の骨製替で、末端部に沈線で区画された内部に格子目や斜位の沈線で装

飾する。全体的に研磨が施されており光沢を帯びる。Aト レンテ混土貝層 (基本層序Ⅱ層)よ り出土。

570もAト レンチ混土貝層 (基本層序E層 )か ら出上した骨製垂飾で、ほとんど整形を施さず、骨の形を

―-101-―



第 4節  骨 角 器

そのまま利用している。

(2)魚 骨製品

564～566は魚骨製刺突具である。いずれもエイ類尾棘を利用したもので、基部は未加工で鋸歯状の細

かな突起が付いている。564はCト レンチ褐色土層 (基本層序Ⅳ層)ん らゝ出上したもので、先端部を欠

く。565。566はEト レンチ混土貝層I(基 本層序IV層)か ら出上したもので、いずれも先端部が残存す

る。566は研磨により先端部を尖らせるが、565は先端が丸みを帯びていることから替の可能性もある。

第 5節  貝 製品

(1)貝 製品の概要

本稿で掲載した貝製品は全て貝輪である。材質はフネガイ科サルボウ、同アカガイ、タマキガイ科ベ

ンケイガイ、アクキガィ科アカニシの4種 であり、腹足類 (巻貝)の アカニシ以外は全て斧足類 (二枚

貝)で ある。割合的にはフネガイ科の2つ の貝種が多数を占める。

A～ D:559～ 501 564 588～570 E1562 565～ 507 出土地点不明 :563

第31図 出 土骨角器 (2/3)
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性ミぷ快

ヽ

第32図 A～ Dト レンテ出土員製品 1(1/2)
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第 6章  縄 文時代の遺物

孔をあけるが、表面を研磨などの加工を行わないもので、これを I類 とする。この形式は総じて貝の幅

が広い。もうひとつは、貝殻の中央部に孔をあけた後、研磨を施すもので、員の幅が狭く釧状を呈する。

これをI類 とする。571～583はA～ Dト レンテ、584～587まではEト レンチから出上した貝輪で、588

は出土地点が不明のものである。

0                  5o■
―

第84図  Eト レンチ出土及び出土地点不明員製品 (1/2)
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第 5節 貝 製 品

(2)A～ Dト レンチ出上 の貝輪

571・572は撹乱層 (基本層序 I層)か ら出上したもので、いずれもサルボウ製。571はI類で研磨が

施されておらず、内周縁も明確な整形痕がみられないことから未製品とみられる。572はE類 で外面は

粗い研磨が施される。内周縁もわずかながら研磨もしくは磨耗している。

573～579、581・582は混上貝層 (基本層序I層 )よ り出上した。573・577・578・582はアカガイ製、

574・576・579・581はサルボウ製、575はベンケイガイ製である。579・581・582はI類、573～578は工

類に分類される。573は内外面ともに研磨が施される。574は1/3程 度が残存しており、両端に努孔を

施す。全面にわたり丁寧に研磨される。575も入念に研磨されており、光沢を帯びる。576は内外面とも

粗く研磨されており、外縁及び内縁も平滑ではない。577は内外面とも丁寧に研磨が施され、光沢を帯

びておりかなり入念なつくりである。578はやや幅広のもので、全面に研磨が施される。579は蝶番部の

一部を欠損する。研磨の痕跡はなく、内周縁も整形されていないことから、未製品の可能性がある。581

は完存しており、研磨はみられない。明確な使用痕跡はみられず未完成品か。実際に使用されたとして

も長期の使用とはみなし難い。582も完存品である。明確な研磨痕はみられないが、内周縁に使用によ

るとみられる磨耗が観察できる。

580・583は純貝層 (基本層序Ill層)か ら出上した貝輪である。580は全体に研磨が施されたⅡ類の員

輪で、未加工面が残っていないため判然としないが、おそらくサルボウ製か。583はI類のアカガイ製

貝輪。完存しており、研磨などの加工を施さないことから未製品とみられる。

(3)Eト レンチ出土及び出土地点不明の貝輪

584～586は混土貝層 I(基 本層序Ⅱ層)か ら出上した員輪。584はアカニシの貝輪で、本調査ではほ

とんど出上していない。長さ147c剛の大型のもので、体層部分の内唇と外唇を利用して製作 した貝輪で

ある。研磨などの加工痕はみられない。585・586はⅡ類の貝輪で、前者はアカガイかサルボウ製、後者

はアカガイ製である。両者とも研磨が施される。587は混土貝層Ⅱ (基本層序IV層)か ら出上 したI類

のアカガイ製とみられる貝輪で、T寧 に研磨される。588は出土地点が不明のI類 の貝輪で、 1/2程 度

が残存する。サルボウ製とみられ、研磨が施される。
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第 2表  縄 文土器 ・土製品観察表 1

実測 査
点

調
地

層 位
本
序

基
層

器種 残存部位 器面翻整 (内面/外 面) 胎  土 焼成 色調 (内面/外 面) 昨
ｍ

残存高
(cm)

備  考

1   90 A19 I 回縁部  ナ デ/ナ デ 角閃石 石 英 1～ 3 1DD程度の71/粒  良 好  に ぶい黄褐/に 本い黄橙 -  64 1b

―
―
中
〇
【
―
―

2   368 A6

3  365 A17

4  353 A19

5   168 82

6   164 38

7   187 C5

8  290 Dl

9   263 87

10  378 A12

11  568 A12

12  68 Al

13  217 C14

14  216 87

15  446 A2

16  314 C2

17  108 A2

18  204 C3

19  324 A19

20  149 C5

2 1  1 4 5 D 1 8

22  191 D20

23  258 A2

24  443 A2

25  436 A2

20  305 A2

27  285 A12

28   115 A2

29  299 A2

30  325 83

31  427 ■ 2

32  437 A2

33  449 ■ 19

34  221 ■ 2

35   122 C15

38  345 D13

37  336 A2

38  347 C5

39  337 B7

撹乱層

撹舌L層下部

撹乱層

撹乱層

撹乱層

撹乱層

表土層

境乱員層

撹乱層

撹乱層

表土層

携乱層

撹乱貝眉

撹乱層

撹乱層

撹乱層

撹乱層

撹乱層

撹乱層

撹乱真層

撹乱層

境乱層

境言し層

撹乱眉

撹乱層

境乱層

境乱層

境乱層

境乱層

境乱層

境乱層

撹乱層

境乱層

境乱層

表土層

撹乱層

撹乱層

撹古L貝層

I 深 鉢  胴 部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢 口 稼～胴部 貝設条痕→ナデ/貝 穀条痕

I 深 鉢 口 縁～胴部 員 殺条痕→ナデ/貝 穀条痕―ナデ

I 深 鉢  回 縁部  員 殻条痕―ナデ/貝 殺条lIA→ナデ

I 深 鉢  回 縁部  貝 殻条痕/貝 殻条痕→ナデ

I  鉢   口 縁部  ナ デ/ナ デ

I  鉢   回 縁部  ナ デ/員 穀条痕?

I 深 鉢  回 縁部  員 殺条痕→ナデ/貝 殻条痕―ナデ

I  鉢    胴 部  ナ デ/ナ デ

I 探 鉢  胴 部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  底 部  員 穀条痕→ナデ/貝 継条痕→ナデ

I  鉢    底 部  貝 設条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ

I 探 鉢 田 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

I  鉢  日 縁部～胴部 ナデ/ナ デ

I 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

I 探 鉢 日 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

I 深 鉢  口 緑部  ナ デ/ナ デ

I  鉢   回 線部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

I 探 鉢 回 縁～胴部 ケ ズリ→ナデ/ケ ズリ→ナデ

I 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢 日縁部～胴部 貝殻条痕→ナデ/ナ デ

1 深 鎌 田 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

I  鉢   口 縁部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

I 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

I  鉢   口 縁部  ナ デ→ミガキ/ナ デ→ミガキ

I 深 鉢 口縁部～胴部 ナデ/ケ ズリ→ナデ

I 深 鉢  日 縁部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  底 部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  底 部  ナ デ/ナ デ→ミガキ

I  鉢    底 部  ナ デ/ナ デ

I 深 鎌  底 部  ナ デ/ケ ズリ ナ デ

I 深 鉢  底 部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  底 部  ナ デ/ケ ズリ、ナデ

角閃石 長 石 lm程 度の砂粒

lm程 度の砂粒

角閃石、 l Du程度の砂粒

角関石 lD冊程度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

l om程度の砂粒

角閃石、 1皿 程度の砂粒

角閑石、 1皿 程度の砂粒

角閃石 1皿 程度の砂粒

角閃石 石 英、 1～ 2 om程度の砂粒

角閃石、 1血 程度の砂粒

1～ 3m程 度の砂粒

滑石多量に含む

滑石 1～ 3 1DBll程度の砂粒

1～ 2 oun程度の砂粒

1]]程度の砂粒

雲S l lrD程度の砂粒

l DID以下の砂粒

l DIu程度の砂粒

角閃石、 1～ 2 mm程度の砂粒

1～ 3 DuD程度の砂粒

角閃石 1～ 3m程 度の71z粒

1～ 2m程 度の砂粒

角閑石、 l Dtu程度の砂粒

l tu B程度の砂粒

角閃石、 lm程 度の砂粒

角閃石、石英 長石 1～ 2111n程度の砂粒

角閃石、 1]D程 度の砂粒

雲母 lm以 下の砂粒

角閃石、 1]E程 度の砂粒

雲母、角閃石、 l nun程度の砂粒

l luDl程度の砂粒

雲母、角閃石、 1剛 程度の砂粒

角閃石、長石、石英、1～ 3皿程度の砂粒

角閑石 l IDD程度の砂粒

角閑石 石 英 1～ 3m程 度の砂粒

滑石、 1剛 程度の砂粒

角閃石、 1～ 3 DE程度の砂粒

良好  に ぶい黄袴/に ぶい黄橙

良好  灰 黄掲/に ぶい褐

良好  掲 灰/に ぶい赤褐

良好  に ぶい褐/灰 絹

良好  に ぷい黄褐/掲 灰

良好  に ぶい褐/褐 灰

良好  に ぶい褐/に ぶい褐

良好  黒 褐/黒 福

良好  に ぶい黄褐/に ぷい禍

良好  灰 黄綱/福 灰

良好  に ぷい黄橙/燈

やや不良 灰黄福/明 赤褐

良好  に ぶい橙/桐 灰

良好  灰 賞褐/灰 褐

良好  に ぷい赤褐/明 赤福

良好  に ぶい赤褐/灰 褐

良好  に ぶい褐/に ぶい赤褐

良好  灰 褐/黒 褐

良好  に ぷい褐/褐 灰

良好  灰 黄福/黒 掲

良好  に ぶい赤褐/に ぶい橙

良好  に ぶい掲/灰 褐

良好  明 赤褐/に ぶい赤褐

良好  に ぶい黄槍/燈

良好  褐 /に ぶい赤褐

良好  に ぶい種/に ぶい獲

良好  に ぶい褐/灰 黄褐

良好  褐 灰/灰 掲

良好  黒 褐/に ぶい赤褐

良好  灰 黄褐/灰 褐

良好  に ぶい黄獲/に ぶい黄糧

良好  に ぶい陰/桐 灰

良好  に ぶい黄績/灰 黄掲

良好  に ぶい黄燈/に ぶい燈

良好  に ぶい赤褐/に ぶい黄種

良好  に ぶい黄橙/に 本い橙

良好  灰 黄褐/に ぶい福

良好  に ぶい褐/に ぶい赤褐

79  1a

75 111b5

65 11c2

74 11 cl

54 工 dl

50 11 di

48 11 dl

44 11 dl

64 11e2

76  1118

55  11 底 径8 9cD

55  111

7 7  1 V a

1 0  7  1 V b l

7 0  1 V b l

5 8   1Vb2

6 0   1Vb2

6 6   fVb2

0 0   1Vb2

0 2   1Vb2

5 8   1Vb2

6 2   1Vc2

4 4  1Vc2

6 5   1Vc2

0 8   1Vb2

4 5  1Vc2

8 2  1 V d

5 5  1 V d

4 9  1Vb2

35 1Vd

54 1Vd

52 1Vd

53 1V 復 元底径10 4cn 底面に鯨青椎骨痕

80 1V 底 径8 0cE

24 1V 底 径9 8cu

40 1V 復 元底径14 7cm、底面に鯨苦推骨痕

28 1V 底 径14 3cm

29  1V 底 径14 0cⅡ底面に木棄と飯青椎骨痕

導

ｏ
珊
　
溢
澪
尋
か
Ｓ
距
ざ
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40  334 A2 ミガキ/ナ デ→ミガキ lm程 度の砂粒 黒/黒 4S 65 VIa

―
―
　
い
０
∞
―
―

41 98 C5 脱 乱層   I 鉢 ?   底 部  ナ デ‐ミガキ/ナ デ→ミガキ   1～ 4加 程度の砂粒         良 好  褐 灰/灰 褐       -  38 Ⅵ c復 元底径139c皿

42 445C15 脱 乱層   I 深 鉢 回線部～胴部 ナデ/ナ デ           角 閃石、石英、長石 1皿 程度の砂粒  良 好  掲 灰/に ぶい黄縞    -  52 VI

43 550C15 脱 乱層   I 深 鉢 口縁部～胴部 ナデ/ナ デ           角 閃石 石 英 1～ 2m程 度の砂粒  良 好  に 本い網/に ぷい褐   -  72 VI

44 257 Cll 撹 乱層    I 深 鉢  日 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 石英 長石 1～ 2皿程度の砂粒 良 好  に ぶい黄燈/に ぶい黄槍 -  69  17E

45 479C4 塩 乱層   I 浅 鉢 日標部～胴部 ナデ→ミガキ/ナ デ→ミガキ   角 閃石、 l ntu程度の砂粒       良 好  灰 黄掲/灰 黄褐     -  48 17E

46 478C15 悦 乱層   I 浅 鉢 口縁部～胴部 ナデーミガキ/ナ デ→ミガキ   角 閃石、 lm程 度の砂粒       良 好  浅 黄槍/に ぶい黄植   -  43 VI

47 350A3 混 貝土層  E 探 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閃石、 1～ 2m程 度の砂粒     良 好  に ぷい黄植/に ぷい黄植 -  64 ■ a

48 487A9 混 貝土層  E 探 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 1～ 3m程 度の砂社     長 好  灰 黄褐/に ぶい黄燈   -  45 ■ b

49 138A14 混 土員層  工  深 鉢 回 線～胴部 員 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 l un程度の砂粒       良 好  灰 黄/に ぶい黄燈    -  98 1E?

50 364A24 混 貝土層  H 深 鉢  回 線部  員 殺条痕/貝 穀条痕       l nln程 度の砂粒           良 好  に ぶい褐/褐 灰     -  60 111al

51 387叫 120混上貝層  I 深 鉢   胴 部  員 殻条痕/貝 殺条痕       1]]程 度の砂粒           良 好  暗 灰黄/に ぶい稔    -  77 1181

52 123A13 混 土員層  E 深 鉢   底 部  貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕    lm程 度の砂粒           良 好  に ぶい黄褐/灰 黄相   -  58 Ⅱ 81底 径2 4cm

53 276A14 混 土貝層  E 深 鉢  口 縁部  員 殺条痕→ナデ/貝 殺条痕→ナデ 角閃石、 lm程 度の砂粒       良 好  に ぶい費褐/に ぷい黄福 -  64 311a l

54 497D22 混 土貝層  H  鉢   口 縁部  員 縦条痕‐ナデ/ナ デ      1回 程度の砂粒           良 好  に ぷい黄褐/に ぶい黄& -  32 111b2

55 244A20 混 土貝層  I  鉢   口 縁部  員 殺条痕/貝 般条痕       角 閃石 lm程 度の砂粒       良 好  に ぷいほ/に さい褐   -  49 Dlb2

56 229A10 混 貝土層  工  探 鉢 口 縁～胴部 貝 級条痕→ナデ/員 縦条痕→ナデ 角閃石 lm以 下の砂粒       良 好  に ぶい褐/に ぶい程   -  78 11b6

57 43487 混 ■貝層  I 深 鉢 口録部～日部 ナデ‐貝綬条痕/ナ デ      角 閃石、 1～ 2皿程度の砂粒     良 好  に ぶい黄tg/褐 灰    -  73 111b2

58 243A24 混 貝土層  I  鉢   口 縁部  員 紋条痕→ナデ/貝 18E条痕→ナデ 角閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい植/に ぷい黄褐  -  35 Blb2

59 867A19 混 貝土層  工  探 鉢 口 最～胴部 員 般条痕/貝 枝条痕→ナデ    角 関石、 lm程 度の砂粒       良 好  灰 黄福/黒 褐      - 13 8 11bl

60 300A20 混 土貝局  I 深 鉢   胴 部  貝 縦条痕/貝 殻条痕       角 閃石 1血 程度の砂粒       良 好  に ぶい黄糧/灰 黄網   -  63 11b4

61 238A20 混 主貝層  H 深 鉾?  日 縁部  員 絞条痕/R機 条渡       角 閃石、 1～ 3皿程度の砂粒     良 好  黄 灰/に ぶい種     -  44 Blc i

82 114A9 混 貝土層  工  探 鉢 口 縁～嗣部 員 殺条痕/ナ デ         角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい赤褐/に ぷいほ  - 10 9 111c l

83 483A12 第 1混土貝層 I 深 鉢 口縁部～胴部 員殻条痕/貝 般条痕→ナデ    角 閃石、 1～ 3皿程度の砂粒     良 好  灰 黄褐/福 灰      -  66 11c l

64 554A10 混 員土同  Ⅱ  深 鉢 回縁部～胴部 貝殻条痕/貝 般条痕       角 閃石、 1剛 程度の砂粒       良 好  に ぷい15/に さい検   -  80 11Cl

65 262B5 混 土員層  ] 鉢   回 線部  貝 殺条痕―ナデ/貝 穀条痕→ナデ 角閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  灰 福/灰 福       -  40 11d l

66 477 Dl 混 ユ貝周  E 深 鉢  日 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石 lm程 度の砂粒       良 好  に ぶい赤褐/褐 灰    -  39 11d l

67 275 All 混 土貝層  コ   鉢   日 縁部  員 殺条痕‐ナデ/貝 設条痕→ナデ 角閃石 1～ 380t程度の砂粒     良 好  灰 黄福/網 灰      -  52 11d2

68 50 A3 混 上員層  コ  深 鎌 ?  嗣 部  員 殻条痕/民 殺条痕       角 閃石 1～ 2 Bat程度の砂粒     良 好  に ぶいほ/に ぶい赤褐  -  73 工 a2

69 481B5 混 土員日  ■  深 鉢  回 線部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 i nn程度の砂粒       良 好  灰 黄福/に ぶい植    -  35 11di

70 489 Dl 混 土貝層  ■  深 鉢  □ 縁部  員 殺条痕/ナ デ         1～ 2 DD程度の砂粒         良 好  に ぶい褐/灰 福     -  33 11d3

71 490B5 混 上員層  ■  深 鉢 回線部～同部 員撤条痕‐ナデ/貝 設条痕→ナデ lm程 度の砂粒           良 好  に ぶい褐/褐 灰     -  58 11d2

72 165A24 混 貝主層  コ  深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 殻姿痕→ナデ      角 閑石、 1取 程度の砂粒       良 好  に ぶい黄褐/灰 黄褐   -  48 11d2

73 474A24 混 貝主層  Ⅱ  深 鉢  □ 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 因石、 l BE程度の砂粒       良 好  に 本い褐/褐 灰     -  39 11dl

74 475A9 混 貝主層  Ⅱ  深 鉢  日 縁部  貝 般条痕―ナデ/ナ デ      角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい褐/褐 灰     -  37 11dl

75 184 All 混 土貝層  Ⅱ  深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石、 1回■程度の砂粒       良 好  に ぷい福/福 灰     -  55 111 dl

76 185A20 混 土貝層  Ⅱ  深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 殻粂痕→ナデ      角 閃石 l d at程度の砂粒       良 好  褐 灰/灰 褐       -  42 111 dl

77 109120 混 土貝層  Ⅱ  深 鉢  口 縁部  ナ デ/員 殻粂寝→ナデ      角 閃石、 1～ 2n‖程度の砂粒     良 好  灰 黄褐/褐 灰      -  42 11 dl

78 172A20 混 土貝層  工  深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石、 1]n程 度の砂粒       良 好  に ぶい福/褐 灰     -  40 11 dl
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席図1実測
H h 占 層 位
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器海 残存部位 器面翻整 (内面/外 面) 胎  主 焼成 色調 (内面/外 面) 嘩
ｍ

高

＞姉
ｍ

分類 備  考

79  266 Al Ⅱ 深 at  日 縁部 →ナデ      角 閃石、 1 良好  に ぶい褐/灰 褐     -  62 1E di

―
―
い
０
０
１
１

79 266 All 混 土貝層

80 231B78混 貝主層

81 58787 混 土貝層

82 174■ 11 混土貝層

83 29255 混 土貝層

84 188 AH 混 土貝層

85 ,79 Ai3 混 土貝層

86 22887 混 土貝層

87 186間 OH混 土貝層

88 564B5 混 土貝層

89 180A13 混 土貝層

90 00085 混 土貝層

91 327B3 混 土貝層

92 131A3 混 土貝層

93 381113 混 貝士層

94 130A19 混 土貝眉

95 341 All 混 土貝層

96 431A13 混 上貝層

97 146 Al 混 =貝 層

98 214 All 混 土貝層

99 304D19 混 土貝層

100 300B2 混 士員層

101 20086 混 貝土層

102 302A3 混 土貝層

103 20387 混 貝土層

104 205A3 混 土貝層

105 201A13 混 土貝層

106 208A24 混 員i層

107 142878混 土貝層

!08 215 All 混 ユ貝層

109 530D17 混 土貝層

110 309111的 混貝土層

111 30386 混 貝土層

112 256C3 混 土貝層

113 234D22 混 ユ貝層

!14 193D22 混 土貝層

115 117 AH tti貝 層

116 150A18 混 土貝層

117 73 D17 混 土貝層

角因石、 lm『程度の砂粒

角閃石 1]B程 度の砂粒

l lDD程度の砂粒

角閃石 1回 程度の砂粒

角閃石、石英 1皿 程度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

角閃石 181n程度の砂粒

lm程 度の砂粒

角閃石、 lm程 度の砂粒

角閃石 1皿 程度の砂粒

角関石 1～ 3白0程度の砂粒

lm程 度の砂粒

角閃石、雲母、 1～ 5mの 砂粒

角閑石 1～ 3 nn程度の砂粒

角閃石 1～ 3□n程度の砂粒

角閃石、 1皿 程度の砂粒

滑石、 1回 程度の砂粒

雲母 1～ 2血 の砂粒

1皿程度の砂粒

lm以 下の砂粒

l Dal程度の砂粒

l luB程度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

lm程 度の砂粒

lm程 度の砂粒

雲母、角閃石、 1ヽ 3皿程度の砂粒

角閃石、 1～ 3E冊程度の砂粒

1ヽ 380t程度の砂粒

角閃石、 l EDl程度の砂粒

滑石、 1回 程度の砂粒

角閃石、 1皿 程度の砂位

角閃石 10B程 度の砂粒

角閃石 1コ。程度の砂粒

l mD程度の砂粒

角閃石、 ln田程度の砂粒

雲母、角閃石、 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石 石 英、 1～ 3m程 度の砂粒

良好  に ぶい褐/灰 掲

良好  に ぶいま槍/掲 灰

良好  灰 縞/縞 灰

良好  に ぶい褐/に ぷい褐

良庁  に ぶい黄橙/暗 灰☆

良好  灰 黄桐/に ぷい燈

良好  に ぷい黄伯/に ぶい褐

良好  に 本い福/掲 灰

良好  に ぶい赤褐/に ぷい赤褐

良好  に ぶい黄種/灰 黄掲

良好 灰 黄褐/に ぶい掲

良47 に ぶい福/に ぶい燈

A好  に ぶい黄栓/灰 黄縞

良好  に ぶい褐/に ぷい赤掲

良好  に ぶい黄橙/に ぶい褐

良好  に ぶい黄/に ぶい黄糧

良好  に ぶい陰/に ぷい赤糧

良好  に ぶい赤福/灰 掲

長好  に 対 赤ヽ福/にぶい赤褐 黒褐

良好  に 本い赤褐/に 本い赤褐

良好  に ぶい赤褐/に ぶい赤掲

良好  に ぶい赤褐/に ぶい掲

良好  暗 赤褐/に ぷい黄褐

良好  に ぷい赤褐/に ぶい赤褐

良好  灰 褐/灰 褐

良好  暗 灰責/黒 褐

良好  に ぶい褐/に ぶい掲

良好  に ぷい赤褐/に ぷい赤福

良好  に ぷい赤褐/に ぶい赤褐

良好  に ぶい&/灰 福

良好  に ぶい赤褐/に ぷい赤網

良好  に ぶい黄褐/黒 褐

良好  に ぶい赤褐/灰 褐

良好  に ぶい赤相/に ぶい赤褐

良好  灰 黄褐/に ぷい黄袴

良好  に ぶい種/褐 灰

良好  に ぶい褐/灰 褐

良好  に ぷい燈/灰 黄褐

7 0  匝 d 2

8 0  1 1 d l

60  1tl f

38  1182

55 田 81

28 E182

100 111[2

89 1gl

44 1132

81 1132

55 11g2

35 11 底 径0 7cI

103 11 復 元底径120c回

17 8 111 a l

84  11 復 元底径100C]

67  11 復 元底径110cコ

32 1Val

9 0  1Vb2

6 9  1V b2

7 1  1 V b l

7 1  1 V b l

8 0   1Vb2

5 8  Ⅳ b2

8 9   Ⅳb2

4 6  W b l

6 0  Ⅳ b l

7 3  1 V b l

1 0  3  1 V b l

6 5   1Vb2

5 2   1Vb2

5 2  1 V b l

5 0  1Vb2

5 5  1 V b l

9 6  1 V b l

4 4  r V b 2

5 7  1 V  b 2

8 2  r V b 2

4 5   1Vb2

Ⅱ 深 at  日 縁部  貝 殻条寝→ナデ/貝 穀条寝

工 深 at  胴 部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ

Ⅱ 深 鉢  田 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デー員般条痕

■  鉢   日 縁部  ナ デ/ナ デ

■  鉢   回 縁部  ナ デ/ナ デ

E 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 日 縁～胴部 員 殻条痕→ナデ/貝 殻条寝→ナデ

E 深 鉢  胴 部  ナ デ/ナ デ

■ 深 鉢 口 縁～開部 ナ デ/ナ デ

エ 深 鉢  胴 部  貝 殺条痕→ナデ/ナ デ 貝 殻条痕

I  鉢    底 部  貝 穀条痕/貝 殻条痕

I 深 鮮  胴 ～底部 ケ ズリ、ナデ/ケ ズリ‐ナデ

■ 深 nt  嗣 部  貝 殻条痕→ナデ/貝 穀条痕→ナデ

Ⅱ 深 鎌  底 部  員 殻条痕→ナデ/ナ デ

Ⅱ 深 鎌  底 部  員 殻粂痕/貝 穀条痕→ナデ

■ 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 禄～胴部 ナデ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 鉢 日 縁～胴部 指 オサエ ナ デ/ケ ズリ→ナデ

■ 深 at  口 縁部  ナ デ/ナ デ

I 探 鎌 回 線～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 探 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 鉢  回 線部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

I 深 体  回 縁部  ナ デ/ナ デ

エ 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

I 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 像～胴部 ナデ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 鉢 口縁部～胴部 ナデ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 鉢  口 標部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 縁～原部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 at  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 et  胴 部  ナ デ/ナ デ

] 探 鉢  口 縁部  ナ デ 指 オサエ/ナ デ

E 深 鉢  口 震部  ナ デ/ナ デ

■ 探 31  回 縁部  ケ ズリ→ナデ/ナ デ

Ⅱ  鉢    胴 部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

澄

ｏ
珊
　
講
狩
罫
か
Ｓ
前
ざ
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臣
卜
剛
き
闘
調
洲

はlE元値米 (

挿図 測
号

実
番 肺 占

層 位
本
序

基
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器種 残存部位 器面調整 (内面/外 面) 胎   土 焼成 色調 (内面/外 面) ｘ唯
ｍ

残存高
(m)

分類 備  考

118 148A3 混 土貝層   Ⅱ  深 鉢   日 縁部  ナ デ/ナ 1～ 2 nn程度の砂粒 良好  に ぶい黄福/灰 黄褐   -  68 Ⅳ b2

―

〓
ｏ
ｌ

119 810B6 混 貝上層

120 76 D17 第 1混士貝層

121 74 )17 第 1混土貝層

122 95 A24 混 貝土層

123 399A4 混 貝土層

124 287A3 混 上貝眉

125 349A4 混 上貝層

128 105A3 混 土貝届

127 288A17 混 土貝層

128 301B6 混 員上層

129 107A12 混 土真層

130 206D22 混 土貝層

131 194 Al 混 土貝層

132 284A3 混 上員眉

133 14782 混 土貝層

134 339C2 混 土貝層

135 120 Al 混 上貝層

138 13386 混 土貝層

137 124D17 混 土貝層

138 335 D9  褐 色土層直上面

139 220D22 混 土貝層

140 12985 混 士貝層

141 219 Al 混 土貝層

142 135D18 混 上貝層

143 106A4 混 上貝層

144 493A3 混 上貝層

145 557A4 混 上貝層

146 249A4 混 上貝層

147 248A3 混 上貝層

148 252A3 混 土貝層

149 254A4 混 土貝層

150 170 Al 混 土貝層

151 553A3 混 土貝層

152 144A3 混 土貝層

153 250]15 混 土貝層

154 153 3ヽ4混 員上層混J貝眉

155  3 2 9 A 3  混 上貝層

150  4 4 2 A 4  混 上貝層

角閑石 l DE程度の砂粒

角閃石 1回 Π程度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

1～ 3 ouu程度の砂粒

1～ 2 mm程度の砂粒

1～ 3 nln程度の砂粒

雲母 1血 程度の砂粒

角閃石、 1～ 3m程 度の砂粒

角閑石、 1■D程度のr1/粒

l DE程度の砂粒

滑石 1～ 2加程度の砂粒

1血程度の砂粒

角閑石、 lo■程度の砂粒

角閃石 1,「程度の砂粒

角閃石 1～ 3 8un程度の砂粒

滑石、 l oo程度の砂粒

角閃石 長 石 ?、 1ココ程度の砂粒

1～ 5m]程度の砂粒

1～ 2m程 度の砂粒

角閃石、滑石 1～ 3 DE程度の砂粒

角閑石、 1～ 3 mE程度の砂粒

雲母 角 閑石 1～ 2コu程度のI1/粒

角閃石 lE冊程度の砂粒

角閃石 1～ 3]「程度の砂粒

雲母 1～ 2]D程度の砂粒

角閃石、 lm程 度の砂粒

雲母、角閃石 1～ 3m程 度の砂粒

雲母、 1～ 5m程 度の砂粒

雲母、角閃石 lm程 度の砂粒

角閃石、 l DE程度の砂粒

角閃石 1～ 3mェ程度の砂粒

l DE程度の砂粒

l DΠ程度の砂粒

角閃石 1]■程度の砂粒

角閃石 1■ n程度の砂粒

角閃石、 1血 程度の砂粒

l nun程度の砂粒

角閃石 l mm程度の砂粒

良好  に ぶい澄/灰 褐     ―

良好  に ぶい黄燈/黄 灰    ―

良好  黒 褐/褐 灰       一

良好  灰 黄褐/灰 黄福     一

良好  に ぶい黄褐/に ぶい赤褐 ―

良好  に ぶい種/に ぶい澄   ―

良好  に ぶい黄褐/灰 黄褐   ―

良好 灰 黄/責 灰       一

良好  に ぶい橙/に ぶい燈   ―

良好  に ぶい赤褐/赤 褐    ―

良好  に ぶい黄糧/に ぶい褐  ―

良好  明 赤褐/灰 赤      ―

良好  灰 黄褐/灰 褐      ―

良年  に ぶい褐/灰 褐     一

良好  に ぷい褐/槍       ―

良好  暗 灰色/灰 褐      ―

良年  に ぶい赤掲/灰 掲    一

良好  に ぶい褐/灰 褐     ―

良好  に ぶい掲/灰 褐     ―

良好  に ぶい褐/に ぶい赤褐  ―

良好  に ぶい黄掲/に ぶい黄袴 一

良好  に ぶい赤掲/に ぶい燈  ―

真好  に ぶい赤褐/に ぶい赤褐 一

良好  赤 褐/に ぶい赤福    ―

良好  に ぶい赤掲/灰 褐    ―

良好  に ぶい黄橙/灰 黄褐   ―

良好  灰 責福/灰 褐      ―

良好  に ぶい黄澄/灰 責褐   ―

良好  暗 灰黄/に ぶい責格   一

良好  灰 黄福/に ぶいま構   ―

良好 灰 黄褐/灰 黄桐     ―

良好  黄 灰/暗 黄灰      ―

負好  黒 褐/灰 褐       ―

良好  褐 灰/褐 灰       ―

良好  黒 福/黒 褐       ―

良好  褐 灰/灰 黄褐     85つ

良好  黒 褐/灰 褐       ―

良好  灰 黄掲/に ぶい黄褐   ―

5 0   1Ve2

5 3   1Vc2

10 9  1Vc2

1 8  9  1 V e l

4 3   1Vc2

4 0   1Vc2

5 0  N c l

10 9  1Vc2

4 2   1Vc2

4 6  1 V c l

6 3  N c i

7 7   1Vc2

3 3   1Vc2

4 7   1Vd

7 7   1V d

48 1V 復 元底径13 3cD 底面に鯨者椎骨痕

86 1V 底 径11 2cD

54 1V 底 径137c■

08 1V 底 径9 6cn 底部に縄状圧痕

46 1V 復 元底径14 2cΠ

29  1V 復 元底径132cコ 底 面に鯨青権骨痕

73  1V 復 元底径18 4cn、底面に木策痕

35  1V 偵 元底径14 8cm 底面に木葉痕

41  N 復 元底径18 6cm

51  V b2

50 Vb】

46 VbI

73 Vbl

10 8 Vbl

64 Va2

48 V31

53 VIa赤 色顔料付着

50 Ma赤 色顔料付着

6 6   Wa

3 1   WIa

18 9 Ma復 元胴部径382●冊 赤 色顔料付着

4 1   VIa

5 7   VIa

Ⅱ 深 鉢  日 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ  鉢   田 縁部  ナ デ/ナ デ

コ 深 鉢 日 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

] 深 鉢 日 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

E  鉢   回 線部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ  鉢   回 縁部  ナ デ/ナ デ

E 探 鉢 口 縁～胴部 ケ ズリ→ナデ/ナ デ

Ⅱ 深 鉾  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

Ⅱ 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

■ 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

I  鉢   口 縁部  ナ デ/ナ デ

E 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

E 探 鉢  底 部  ナ デ/ナ デ

E 探 鉢  底 部  指 頭E痕  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  底 部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

E 深 鉢  底 部  ナ デ/ハ ケメ→ナデ

Ⅱ 深 鉢   底 部  ナ デ/ナ デ

] 深 鉢   底 部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢   底 部  ナ デ/ケ ズリーナデ

コ  鉢    底 部  ナ デ/ナ デ

] 深 鉢   底 部  ナ デ/ナ デ

E  鉢   口 像部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  口 稼部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ→ミガキ/ナ デ→ミガキ

Ⅱ 深 鉢  日 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 浅 鉢 口 縁～胴部 ナ デ→ミガキ/縄 文→ナデ→ミガキ

Ⅱ  鉢   回 縁部  ミ ガキ/ナ デ→ミガキ

Ⅱ 浅 鉢 日 縁～胴部 ナ デ→ミガキ/ナ デ→ミガキ

Ⅱ  鉢   回 線部  ミ ガキ/ナ デ→ミガキ

E 深 鉢 日 縁～底部 ナデ→ミガキ/縄 文→ナデ→ミガキ

E 浅 鉢?  回 縁部  ミ ガキ/ミ ガキ

Ⅱ  鉢  口 縁部～胴部 員殻条痕→ナデ/ナ デ
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＜
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157 176 B  tti貝 層  n  鉢   口 縁部  ナ デーミガキ/ナ デ→ミガキ   角 閃石 l ⅡⅡ程度の砂粒 良好
-  58 ヽ lb

―

〓

Ｈ
Ｉ

158 432 Al 混 土貝眉

159 49511 混 土貝層

180 593A4 混 土貝層

181 11113 混 土真層

162 272A3 混 土貝届

103 330A3 混 土貝層

104 343D17 第 1混i貝 眉

165 448D24 純 貝層

166 268D20 純 貝層

187 426M8抑 純貝層

168 242D24 純 貝層

169 57 D24 純 貝層

170 173 BS 純 貝層

171 190B3 純 貝層

172 392D24 純 貝層

173 476A17 貝 盾上部

174 295D13 貝 層最下部

175 118D9 純 貝層

176 293D20 純 貝層

177 382D3 純 貝層

178 560A21 貝 層下部

179 383D20 純 貝層

180 238B3 純 貝眉

181 267D20 細 真眉

182 28 D20 純 貝層

183 338D23 純 貝層

184 233D23 純 貝層

185 192D23 純 貝層

188 306D18 純 貝層

187 140D23 純 貝層

188 112D17 純 貝層

189 307D18 純 貝層

190 141D18 純 貝層

191 207D23 貝 層

192 312D13 貝 層直下層

193 323D23 絹 色貝層

194 202D23 純 貝層

195 31l D23 純 員盾

Ⅱ  鉢  回 縁部～胴部 ナデーミガキ/ナ デ

Ⅱ 深 妹  回 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 浅 鉢  日 縁部  ナ デ/ナ デ→ミガキ

Ⅱ  鉢  口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Ⅱ  鉢   日 縁部  縄 文→ナデ/ナ デ

Ⅱ 鉢 ?   胴 部  ナ デ/縄 文

Ⅱ  鉢    底 部  ナ デ→ミガキ/ナ デ→ミガキ

回 深 鉢 田縁部～胴部 貝殻条痕→ナデ/貝 設粂痕→ナデ

配  鉢   日 縁部  員 殻粂痕→ナデ/真 殻粂痕→ナデ

Bl  鉢   日 縁部  員 殻条痕/ナ デ

El  鉢   口 縁部  貝 殻条痕/貝 殻条痕

II 深 鉢  胴 部  貝 殻条痕→ナデ/貝 殻粂痕→ナデ

II 深 鉢  □ 縁部  ナ デ/貝 殻条痕―ナデ

Bl 深 鉢  日 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ

Bl 深 鉢  日 縁部  員 殻条痕/貝 設条痕

コ 深 鉢  田 縁部  ナ デ/貝 穀条痕→ナデ

Il 深 鉢  口 縁部  員 殻粂痕→ナデ/真 殻粂痕→ナデ

IIl 深鉢?  口 縁部  ナ デ/ナ デ

ll 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

コ 探 鉢  胴 部  ナ デ/ナ デ

Ⅲ 深 鉢  胴 部  ナ デ/貝 穀条痕―ナデ

Il 深 鉢  胴 部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢  胴 ～底部  貝 殻条痕→ナデ/ナ デ

Ⅱ  鉢   口 縁部  員 殻条痕/貝 殻条痕→ナデ

ll 深 鉢  胴 部  貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ

Il 探 鉢  底 部  ナ デ/ナ デ

Il 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Il 深 鉢  回 震部  ナ デ/ナ デ

Il 深 鉢  回 線部  ナ デ/ナ デ

Il 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリーナデ

Il  鉢  口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→すデ

Il 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Il  鉢  日 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Il 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

IV? 深 鉢 日 縁～胴=ほ ナ デ/ケ ズリ→ナデ

ll 深 鉢  口 縁部  ケ ズリ→ナデ/ナ デ

Il 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ナ デ

Il 深 鉢 口 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

角閃石 l Ⅱn程度の砂粒

雲母 lm程 度の砂粒

1血程度の砂粒

角閑石 1～ 5 Dn程度の砂粒

1■E程度の砂粒

角閑石 1～ 3 Du程度の砂粒

角閃石、 lm程 度の砂粒

角閃石、 1～ 2]n程度の砂粒

角閑石 1]回程度の砂粒

l DE程度の砂粒

1～ 3 mII程度の砂粒

角閃石、 l mn程度の砂粒

角閃石 l BI程度の砂粒

角閑石 lm程 度の砂粒

1]]程度の砂粒

角閃石、 1]]程 度の砂粒

l～ 2 mn程度の砂粒

角閃石 長 石 1～ 2m程 度の砂粒

滑石 1血 程度の砂粒

角閃石、 lm]程 度の砂粒

角閃石 1〕 D程の砂粒

角閑石 l DB程度の砂粒

雲母 l DllE程度の砂粒

角閑石 1～ 2m程 度の砂粒

1～ 2 DIn程度の砂粒

角閃石、 l ntn程度の砂粒

角閃石、 1～ 2 oln程度の砂粒

角閑石、 1～ 2皿程度の砂粒

l D10以下の砂粒

雲母、角閃石、 1皿 程度の砂粒

角閃石、 l Uua程度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

角閃石 石 英 1～ 2皿程度の砂粒

角閃石 1～ 2 Dun程度の砂粒

1～ 3m程 度の砂粒

滑石 lm程 度の砂粒

l mun程度の砂粒

雲S in回 程度の砂粒

良好  黒 /褐 灰        ―

良好  橙 /糧          ―

良好  灰 黄縞/灰 褐      ―

良好 灰 黄褐/灰 黄褐    168

良好  黒 福/灰 黄褐      ―

良好  浅 黄樽/灰 黄桐     ―

良イ  に ぶい褐/に ぶい赤福  ―

やや不良 にぶい赤褐/赤 灰    ―

良好 灰 黄褐/灰 黄拒     ―

良好  褐 灰/灰 黄褐      一

良好 灰 黄褐/灰 黄褐     ―

良好 灰 褐/褐 灰       ―

良好 橙 /に ぶい栓      ―

良好  に ぶい桐/桐 灰     ―

良好 褐 灰/福 灰       一

良好 灰 褐/褐 灰       ―

良好  に ぶい褐/に ぶい獲   ―

良好  に ぶい福/福 灰     ―

良好 灰 褐/に ぶい褐     一

良好  に ぶい掲/褐 灰     ―

良好  に ぶい燈/褐 灰     ―

良好  に ぶい黄褐/褐 灰    ―

良好  に ぶい黄栓/掲灰'こぷい赤褐 ―

良好  に ぶい黄褐/灰 黄褐   ―

良好  に ぶい黄燈/に ぶい褐  一

良好  褐 灰/灰 黄褐      一

良好  に ぶい赤褐/に ぶい赤褐 一

良好  に ぶい赤褐/灰 縞    一

良好  灰 赤/黒 褐       一

良好  に ぶい赤掲/に ぶい赤褐 Gこの

良好  に ぶい澄/褐 灰     一

良好  に ぶい掲/に ぶい赤綱  一

良好  に 本い赤褐/に ぶい絹  ―

良好  灰 桐/灰 褐       ―

良好  明 示褐/暗 掲      ―

良好  に ぶい黄澄/に ぶい褐  ―

良好  灰 黄褐/灰 褐      一

良好  褐 /黒 褐        ―

4  3   1ヽ 3

4  5   V I b

42 Ⅵ b外 面に赤色顔料付着

8 4   Mb

4 7    Ⅲl

5 8   ヽエ

3 1  Ⅵ  底 径1 3  7 c m

8 7  1 1 a 2

45  El b3

41 Elb3

42 回 ci

17 2 Elc2

48 11d3

48 Bld l

45 回 dl

48 Eld2

38 11d3

48 Bld3

46 11f

74 ue挿 図番号179 300と同一個体

98 11e

45 11e

64 11e

32  11

49  11

22  回  復 元底径8 1cu

13 1 1Vbl

4 4   1Vb2

4 3   1Vb2

1 5  1  1 V b l

8 0   1Vb2

9 3  1 V b l

12 4  rVb2

3 8  r V b

7 2   1Vb2

7 9  1 V b l

6 6   rVb2

7 9  N b l

遭
０
冊
　
講
沌
尋
か
Ｏ
師
き
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本
序
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器種 残存部位 器面調整 (内面/外 面) 胎   土 焼成 色調 (内面/外 面)
※
経

ｍ＞

口

くＣ

一局
＞

存

ｃｍ

残

く
備  考

196  326 018 I l ナデ/ナ 角閃石、 l nun程度の砂粒 良好  明 赤褐/赤 掲      -  58 1Vb2

197 308D22 純 貝層

198 75 】8的純貝層

199 313C2 純 貝層

200 482D17 純 貝層

1皿程度の砂粒

角閃石 1～ 3 mm程度の砂粒

角閃石 181D程度の砂粒

角閃石 lm程 度の砂粒

角閑石、 1～ 3]D程度の砂粒

角閑石、 1～ 3m回程度の砂粒

角閑石 1]Ⅱ程度の砂粒

角閃石 l EE程度の砂粒

角閃石、 lm程 度の71/粒

角閃石、 l DE程度の砂粒

1～ 2 DE程度の砂粒

角閃石 l IID程度の砂粒

201 86 D17 純 貝眉   ll 探 鉢  胴 部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

202 77 D18 純 貝層   皿  探 鉢 回 縁～胴部 ナ デ/ケ ズリ→ナデ

203 435,18 純 貝層   Bl 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

204 400D13 貝 層直下層 Il? 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

205 94 D20 純 貝層   El 深 鉢? 口 縁ヽ胴部 ナ デ/ナ デ

206 121D18 純 貝層   El 深 鉢   底 部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

207 342 Cl 純 貝層   IIl 深 鉢  胴 ～底部  ナ デ/ケ ズリ→ナデ

ll 探鉢  口 縁部  ケ ズリーナデ/ナ デ

Il 深鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Il 深鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ

Ⅱ 深 鉢 口縁部～胴部 ナデ/ナ デ ケ ズリ

長好  褐 /に ぶい赤褐    - 04 rVb2

良好  灰 黄掲/灰 掲      -  55 1Vc2

良好  に ぶい黄褐/赤 褐    -  84 1Vb2

長好  に ぶい褐/縞 灰     -  93 1Vb2

良好  に ぶい褐/掲 灰     - 23 4 nrcl

良好  に ぶい橙/福 灰    650 20 0 1Vc2

良好  に ぶい橙/に ぶい褐   -  44 1Vb2

良好  明 赤掲/赤 縞      -  57 1Vd

良好  灰 黄褐/絹 灰     14 0 12 5 1Vd

良好  に ぶい赤褐/掲 灰    - 101 1V 底 径13 5cm 底面に鯨育推骨痕

良好  に ぶい褐/に ぶい赤福  -  8モ   IV 復 元底径20 0cm

良好  に ぶい赤掲/に ぶい褐  -  28 1V 底 径14 9cn

良年  に ぶい赤褐/に ぷい褐  -  35  1V 底 径13 5cm、底面に鯨有権骨痕

やや不良 にぶい黄橙/灰 黄褐   - 105 1a

良好  に ぶい黄燈/に ぷい橙  -  55 1b

やや不長 にぶい褐/褐       -  68 11a l

良好  赤 褐/赤 褐       -  65 11a l

良好  に 本い黄橙/灰 黄褐  dd0 104 11■ 1

良好  に ぶい掲/に ぶい福   -  94 11a2

良好  灰 掲/灰 褐       -  75 111a l

良好  に ぶい黄褐/に ぶい黄槍 - 20 2 Ⅱ al

長好  に ぶい黄槍/に ぶい黄袴 -  53 111a l

良好  灰 黄褐/掲 灰      -  46 回 al

良好 黄 灰/に ぶい黄橙    - 18 0 Ela2

良好  に ぶい黄澄/灰 黄褐   - 19 9 11al

良好  に ぶい福/に ぶい褐   -  47 11al

良好  に ぶい黄掲/灰 黄褐   -  82 11al

良好  黄 灰/橙         -  34 11a2

良好  黄 灰/灰 掲       - 110 11a2

真好  黄 灰/黄 灰       -  75 11a

良好  に ぶい黄燈/に ぶいま構 -  74 11 al

良好  に ぶい燈/に ぶい綱   - 152 11a2

良好  に ぶい橙/に ぶい褐   -  48 11b2

良好  掲 灰/に ぶい掲     -  40 11b2

良好  lB灰 /灰 黄褐      -  73 11b2

良好  に ぷい黄橙/に ぶい橙  -  84 11b2

良好  赤 掲/に ぶい赤禍    -  53 11b2

良好  に ぶい黄燈/に ぶい褐  -  37 Ⅱ  b2

208 346D23 褐 色貝層

209 143D18 純 貝層

IIl 深鉢   底 部  ナ デ/ナ デ

210 385A5 褐 色土層  IV 深 鉢  胴 部  ナ デ/押 型文

212 569D20 褐 色上層下部 IV 深 鉢   胴 部  員 殻条痕/貝 殻粂痕

213 359124 褐 色itt  IV 深 鉢  田 縁部  員 殻条痕/貝 殻条痕

ll 深 鉢   底 部  ナ デ、指頭匠痕/ケ ズリ→ナデ  雲 母、角閑石、 l DD程度の砂粒

角閃石、 1～ 5■m程度の砂粒

211 612D20 褐 色上層下部 IV 深 鉢  回 縁部  員 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石 lm程 度の砂粒

―

〓
時
―

角閃石 1～ 3m程 度の砂粒

角閑石、 1～ 2皿程度の砂粒

214 9 A22 褐 色上層下部 IV  鉢  日 縁～胴部 員 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ l mln程度の砂粒

221 20 D20 掲 色土層上部 rV 深 鉢 回 縁～胴部 員 殻条痕→ナデ/貝 殻粂痕→ナデ 角閑石 1～ 2m程 度の砂粒

215 356A22 褐 色上眉  IV 深 鉢 日 縁～胴部 貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕

216 494A24 褐 色土層  IV 深 鉢 回線部～胴部 員殻条痕/貝 穀条痕

217 4 D22 黒 色土層直上 IV 探 鉢 口 縁～胴部 貝 殻条痕/貝 殻条痕

218 239D19 掲 色上層上部 IV IBA?  口 縁部  貝 殻条痕/貝 設条痕

219 280A22 掲 色主層  IV  鉢    回 縁部  貝 殻条痕/貝 穀条痕

220 6 D20 褐 色土層上部 IV 深 鉢 回 線～胴部 員 殻粂痕/貝 殻条痕

222 620D20 褐 色土層下部 IV 深 鉢  日 縁部  貝 殻粂痕/貝 殻条痕

223 240D19 褐 色上眉下部 IV 深 鉢  日 縁部  貝 殻条痕/貝 殻条痕

224 393D19 褐 色上層下部 IV 深 鉢  日 縁部  貝 設条痕→ナデ/貝 殻粂痕

225 10 A23 掲 色上層  IV 深 鉢 口 縁～胴部 貝 殻条痕/員 殻条痕

226 38812324視色上層最下部 IV 深 鉢   胴 部  貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕

227 386C2 掲 色上眉  IV 深 鉢   嗣 部  貝 殻条痕/貝 設条痕

228 38 M8坤 褐色上眉上部 IV 深 鉢   胴 部  貝 殻条痕/貝 設条痕

229 245n9口 8掲色上層  IV 鉢   口 縁部  貝 殻条痕/員 殻条痕

231 39689 褐 色上層  IV 深 鉢  日 縁部  員 設条痕→ナデ/貝 穀条痕

232 230D2024褐 色=層 上部 IV 深 鉢 口 縁～胴部 員 殻条痕/貝 設条痕

23S 36009 褐 色土層下部 IV 深 鉢  口 縁部  貝 設条痕/貝 設条痕

234 398D9 褐 色上層下部 IV 深 鉢  口 縁部  貝 設条痕/貝 殻粂痕

230 369C3 褐 色上層  IV 鉢   回 縁部  員 殻条痕→ナデ/貝 穀条痕→ナデ lm以 下の砂粒

1～ 3 8un程度の砂粒

角閃石 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石、石英、長石、1～4 olul程度の砂粒

角閃石、 l lnlu程度の砂粒

角閑石 1～ 3 mn程度の砂粒

1～ 2 ntE程度の砂粒

角閑石 1～ 2m程 度の砂粒

角閃石 長 石 1～ 3コD程度の砂粒

角閑石、長石 1～ 3m程 度のFlz粒

角閑石、 lm程 度の砂粒

1～ 2m程 度の砂粒

角閃石 1～ 211D程度の砂粒

角閃石 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石 1～ 2E『程度の砂粒

1剛程度の砂粒

1～ 3血程度の砂粒

角閃石 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石 1～ 2 11un程度の砂粒
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色調 (内面/外 面)

235  271 123

236 283924 褐 色主層上部 IV 深 鉢  日 縁部  貝 設条痕/貝 穀条痕→ナデ    角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぷい掲/に ぷい褐   -  57 11b3

237 54 脱 223網e土 日  IV 深 鉢 口 縁～胴部 員 設粂痕/貝 殻条痕→ナデ    1回 n程度の砂粒           良 好  灰 樹掲/に ぷい構    - 121 11b3

238 2 悦 3例褐色土層上部 IV 深 鉢  日 縁部  員 殻粂痕/員 殻条痕→ナデ    角 閃石、 l ln「程度の砂粒       良 好  灰 黄褐/に さい福    -  88 1E b3

239 623 124 tB色 土層  W 深 |1  口 最部  員 殻条痕―ナデ/貝 殻条痕→ナデ lШ 程度の砂粒           真 好  に ぶいね/に ぶい燈   -  34 11b4

240 281D24 褐 色土層下部 N  鉢   口 縁部  貝 殻条痕→ナデ/貝 殺条痕―ナデ 角閃石 1～ 5Ш程度の砂粒     良 好  に 本い褐/に ぶい褐   -  45 Ⅱ  b3

241 282な2324掲色上層最下離 IV  鉢   回 縁部  員 殻姿痕/貝 殻条痕→ナデ    角 閃石、 l DD程度の砂粒       長 好  に ぷい種/に ぷい褐   -  35 コ b4

242 247D23 桐 色土周下部 IV 探 鉢 回 縁～旧部 員 穀条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 l lnln程度の砂粒       良 好  に ぶい黄福/に ふい褐  ―  H5 Dl b3

243 391919 褐 色■月下部 IV 探 鉢   胴 部   貝 穀条痕→ナデ/貝 殻条痕    角 閃石、 1～ 2 nn程度の砂粒     良 好  に ぶい褐/網 灰     -  91 工 b3

244 603D20 褐 色上層下部 Ⅳ  探 体   胴 部   真 設条寝/貝 穀条痕       角 閃石 lm程 度の砂粒       良 好  に ぷいほ/灰 黄褐    -  71 El bl

245 480A2324掲色主層最下部 IV ttet  胴 部  貝 穀条痕/員 穀条痕→ナデ    角 閃石、 1～ 3皿程度の砂粒     良 好  に ぶい☆種/に ぶい褐  -  65 El bi

246 561D19 掲 色土jg  lv 深 鉢 口縁部～胴部 員穀条痕/貝 殺条痕       角 閃石、 101m程度の砂粒       良 好  に ぶい掲/灰 褐     -  57 11b3

247 23783 縞 色上層  IV ICI?  回 線部  貝 設条痕/貝 殺条痕       角 閃石、 l DDI程度の砂粒       良 好  に ぷい褐/に ぶい種   -  54 11 bl

248 430D17 褐 色土層  IV 深 鉢 口縁部～胴部 ナデ/貝 殺条痕→ナデ      角 閃石 1～ 5 atat程度の砂粒     良 好  に ぷい黄福/に ぶい植  -  59 11b5

249 816022 褐 色土層下部 IV 深 鉢  日 縁部  貝 設条痕→ナデ/ナ デ      l nn程 度の砂泣           良 好  に 本い黄糧/に ぷい黄燈 -  36 111b5

250 17 D23 掲 色土日  IV 深 鉢  回 線部  員 般条痕‐ナデ/貝 穀条痕→ナデ 角閃石、 1～ 2回皿程度の砂粒     良 好  に ぶい黄lE/に ぶい種  -  85 11bS

251 177D24 褐 色■層下部 IV 深 体 回 縁～胴部 ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石、 lⅧ 程度の砂&       良 好  に ぶい黄植/に ぶい黄掲 -  77 11b5

252 16 D19 褐 色上層下部 IV 深 鉢   胴 部  貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕―ナデ 角閃石、 1～ 3皿程度の砂粒     良 好  に ぶい福/灰 黄綱    - 188 11b3

253 601D9 褐 色ユ層下部 IV 深 鮮   胴 部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石、石英、 1～ 3唖程度の砂粒  良 好  に ぶい褐/に ぶい橙   -  49 jl b5

254 227D24 褐 色主層下部 IV 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ           雲 母、角閃石、 1～ 2m程 度の砂粒  や や不良 にぷい種/に ぷい黄網  -  52 皿 b8

255 30082 褐 色土層  IV ttet  口 患部  貝 殻条痕/貝 殻条痕→ナデ    角 閃石、 l lnID程度の砂粒       良 好  に ぶい褐/に さい褐   -  00 111b0

258 85 D18 褐 色上周上部 「 深 鉢  胴 部  員 設条痕‐ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 1～ 2 1uH程度の砂粒     良 好  灰 黄掲/に ぷい黄燈   -  71 alb5

257 53 C2 褐 色土層  IV 擦 鉢 口 縁～胴部 員 設条痕→ナデ/貝 般条痕→ナデ 角閃石 1～ 4m程 度の砂粒     良 好  に ぶい黄褐/に ぶい褐  - 23 5 11e l野 口 阿 多タイプ

258 51 D20 褐 色土周上部 IV 深 鉢 口 縁～底部 員 lFF条痕/貝 穀粂痕→ナデ    lm程 度の砂粒           良 好  褐 灰/福 灰      d'3)13 0 Dlc i復 元底径58cロ

259 358919 褐 色二層下部 Ⅳ  深 鉢  口 緑部  員 穀条痕→ナデ/貝 殻条痕    角 閃石、 lm程 度の砂粒       良 好  に ぷい褐/栂 灰     -  57 1cl

260 H3D19 褐 色上層最下部 W 深 鉢 口 縁～嗣部 員 疑条痕/貝 殻条痕→ナデ    角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい☆澄/灰 黄褐   -  74 111c l

261 573加 923掲色上層下部 IV 深 鉢   胴 部  貝 穀条痕/貝 殻条痕→ナデ    角 閃石、 1～ 2皿程度の砂粒     良 好  灰 黄褐/に ぷい黄登   -  94 Ⅱ ol

262 59 D20 掲 色土層上部 IV 深 鉢 口 縁～胴部 員 殺条痕‐ナデ/貝 穀条痕→ナデ 角閃石、 1～ 5皿程度の砂粒     良 好  灰 黄網/に ぷい獲   (班 D 219 11e2

263 13 幌 4C3褐色土層上部 IV 深 鉢 回 線～胴部 ナ デ/貝 殻粂痕→ナデ      角 閃石、 l ED程度の砂粒       良 好  に ぶい褐/黄 灰     - 13 5 11 cl

264 3 帆 923掲色上層最下部 IV 深 鉢 口 縁～胴部 貝 殺条痕/貝 般条痕       角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい黄燈/に ぶい褐  - 19 i lll cl

265 41 D20 褐 色土層上部 IV 深 鉢  胴 ～底部  貝 殻条痕‐ナデ/員 殺条痕→ナデ 雲母、 1～ 3m程 度の砂粒      長 好  に ぶい種/に ぶい燈   - 25 2 11 cl

266 270D19 視 色上層最下部 IV  鉢   口 縁部  員 殻条痕‐ナデ/貝 殻条痕→ナデ 1～ 3m程 度の砂粒         真 好  に ぷい黄絶/に ぶい黄燈 -  49 Ⅲ 11

267 614D13 掲 色土層  IV 探 鎌 口縁部～胴部 貝殻条痕→ナデ/貝 殺茶痕→ナデ 角閃石 1～ 2コロ程度の砂粒     良 好  に 本い黄槍/に ぶい黄槍 -  54 工 cl

268 27 醐 llは褐色土目下部 Ⅳ  探 体  胴 部  員 殻姿痕/貝 般条痕‐ナデ    雲 母、角閃石 1～ 3m程 度の砂粒  良 好  に ぶい黄種/に ぶい栓  - 11 3 Elel

269 163A24 掲 色土層  W 探 鉢  日 晨部  ナ デ/ナ デ           角 閃石、 lm程 度の砂粒       良 好  に ぶい資種/黒 褐    -  59 Ⅱ dl

270 201D17 褐 色土層  Ⅳ   鎌   回 線部  ナ デ 貝 寂条痕/ナ デ 貝 無条痕 角閃石、 lm程 度の砂粒       良 好  に ぶい種/に ぶい燈   -  38 11di

271 209D23 掲 色土層  IV  鉢   回 線部  ナ デ/貝 般条痕→ナデ      角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい掲/に ぷい褐   -  34 Eldi

272 12 A24 褐 色土層  IV 深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 紙条痕→ナデ      1皿 程度の砂粒           良 野  に ぷい黄栓/褐 灰    -  59 Eldl

273 188D17 褐 色土層  IV 探 鉢 口 縁～同部 ナ デ/貝 般粂痕断→ナデ     角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぷい褐/福 灰     -  86 111d l

IV 鉢   日 縁部 長石 1～ 2 Dtuの砂粒 良好  に ぶ▼ 51 111b3
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274 277A22 褐 色土層  IV  鉢   口 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 1血 程度の砂粒

275 289123 桐 色土層  IV 深 鉢  回 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閑石、 l nlln程度の砂粒

276 167A24 掲 色土層  IV 深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石 l nun程度の砂粒

277 428A23 褐 色上層  IV 鉢   回 縁部  ナ デ/ナ デ→文様条痕      角 閃石 lm程 度の砂粒

278 017A23 褐 色上層  IV 深 鉢  口 繰部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 1～ 2血程度の砂粒

279 373D24 褐 色士層上部 IV  鉢   口 縁部  貝 設条痕/貝 殻条痕       角 閑石、 l DIo程度の砂粒

280 480020 褐 色i層下部 IV 深 鉢  口 縁部  ナ デ/貝 設条痕         1]]程 度のF1/粒

281 372D22 褐 色上層上部 IV 深 鉢  口 縁部  貝 殻条痕→ナデ/ナ デ      角 閃石 1■ D程度の砂粒

282 438D18 掲 色土層上部 IV  鉢   口 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 lm程 度の砂粒

283 605 Cl 貝 層直下層 IV 操 鉢  胴 部  ナ デ/貝 設条痕―ナデ      角 閃石、 lm程 度の砂粒

284 294D22 黒 色土層直上 V  鉢   口 縁部  貝 殻条痕→ナデ/貝 設条痕    l anl程 度の砂粒

285 570D20 掲 色上層下部 IV 深 鉢  胴 部  貝 殻条痕/貝 穀条痕→ナデ    角 閑石 1～ 5 mΠ程度の砂粒

280 84 D17 褐 色士層  IV 深 鉢?  胴 部  員 殻粂痕→ナデ/貝 殺条痕→ナデ 雲母 角 閃石 1～ 5m程 度の砂粒

287 119A22 褐 色土層下部 IV 深 鉢  日 縁部  貝 殻条痕→ナデ/真 殻粂痕→ナデ 角閃石、 1～ 211E程度の砂粒

288 81 D13 1B色 土眉  IV 深 鉢 口 縁～胴部 貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 1～ 2血程度の砂粒

289 82 D13 掲 色上層  IV 深 鉢 回 縁～胴部 員 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石 1～ 3D「程度の砂粒

290 71 D13 褐 色士層  IV 深 鉢 口 縁～胴部 貝 殻条痕/貝 殻条痕→ナデ    角 閃石 1～ 3m程 度の砂粒

291 013A24 褐 色土層  Ⅳ  深 鉢  日 縁部  ナ デ/ナ デ           1ミ 3 8ut程度の砂粒

292 602D19 禍 色上層下部 IV 深 鉢   胴 部  ナ デ/貝 設条痕→ナデ      角 閃石、 l o ol程度の砂粒

293 189D9 褐 色上層直上面Ⅱ IV深 鉢  回 縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ      角 閃石 1～ 3m程 度の砂粒

294 433C3 掲 色土層  IV 深 鉢 回縁部～胴部 貝殻条痕→ナデ/貝 穀条痕→ナデ 角閃石 lm程 度の砂粒

295 441A22 縞 色土層  IV 深 鉢 田縁部～胴部 員殺条痕/貝 殻粂痕→ナデ    滑 石 l IDD以下の砂粒

296 109A22 褐 色土層  IV rmt?  口 縁部  員 設条痕/ナ デ         滑 石、 l Dut程度の砂粒

297 376D19 掲 色上層下部 IV 深 鉢 日 縁～胴部 ナ デ/ナ デ           l lulu程 度の砂粒

298 183A23 褐 色土層  IV 深 鉢 日 縁～胴部 ナ デ/貝 穀条痕→ナデ      角 閃石 1～ 2m程 度の砂粒

299 397D9 掲 色土層下部 V 深 鉢   胴 部  ナ デ/貝 殻粂痕→ナデ      角 閃石 1～ 2]D程度の砂粒

300 384D18 混 貝福色itt IV 探 鉢   胴 部  ナ デ/ナ デ           角 閃石 l mD程度の砂粒

301 87 A24 褐 色土層  rv 鉢 ?  田 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閑石 1～ 2m回程度の砂粒

302 80 A24 褐 色土層  IV 深 鉢?  日 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閑石 1コ D程度の砂粒

303 89 A24 褐 色上層  IV 鉢 ?  胴 部?  ナ デ/ナ デ           角 閑石 1～ 3]皿程度の砂粒

304 88 124 掲 色上層  IV 鉢 ?  日 縁部  ナ デ/ナ デ           角 閑石 1]皿程度の砂粒

305 488017 掲 色上層  IV 深 鉢  口 縁部  長 設条痕/員 殻条痕       lD皿 程度の砂粒

306 351121 掲 色上眉  IV 深 鉢  口 縁部  員 殻粂痕/貝 殻条痕→ナデ    1]■ 程度の砂粒

307 204D23 掲 色上眉  IV 深 鉢  日 縁部  貝 殻粂痕―ナデ/貝 穀条痕→ナデ 角閃石、 1～ 3血程度の砂粒

308 352D20 禍 色土眉下部 IV 深 鉢  田 縁部  員 殻条痕/員 殻条痕→ナデ    角 閃石、石英、 1～ 3 Dut程度の砂粒

309 279皿 8的褐色土層上部 IV  鉢   日 縁部  貝 殻条痕/貝 設条痕       角 閃石 1～ 3 8uR程度の砂粒

310 241A21 褐 色itt  IV  鉢   口 縁部  員 殻条痕/貝 設条痕       1～ 3 om程度の砂粒

311 484〕 1 褐 色土層  IV 深 鉢  口 縁部  貝 設条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 1～ 2剛程度の砂粒

312 116〕 823褐色上最下部 IV 深 鉢  口 縁部  貝 殻条痕/貝 穀条痕→ナデ    角 閃石、 1～ 3皿程度の砂粒

良好  に ぶい褐/桐 灰

良好  に ぶい燈/に 本い橙

良好  に 本い黄澄/灰 黄褐

良好  に ぶい澄/に ぶい黄褐

良好  に ぶい褐/に ぶい褐

良好  に ぶい褐/褐 灰色

良好  に ぶい黄槍/4B灰

良好  に ぶい黄褐/ね 灰

良好  に ぶい福/に ぶい黄橙

良好  に ぶい褐/灰 福

良好 灰 縞/に ぶい褐

良好  に ぶい赤掲/に ぶい赤褐

真好  に ぶい黄褐/に ぶい燈

良好  に ぶい褐/に ぶい赤褐

良好  に ぶい黄褐/に ぶい禍

良好  に ぶい黄橙/に ぶい橙

良好 灰 黄/灰 黄ね

良好  に ぷい掲/に ぶい赤褐

良好  綱 灰/黄 灰

良好  灰 黄褐/に ぶい橙

良好  灰 黄褐/に ぶい黄燈

良好  灰 黄褐/灰 黄褐

良好  灰 黄/掲 灰

良好  に ぶい掲/に ぷい褐

良好  に ぶい褐/灰 黄縞

良好  に ぶい澄/縞 灰

良好  灰 黄褐/褐 灰

良好  に ぶい橙/福 灰

良好  に ぶい福/灰 黄福

良好  に 本い橙/褐 灰

良好  に さい褐/褐 灰

良好  に ぶい褐/に ぶい縞

良好  灰 黄褐/灰 黄橙

良好  灰 黄褐/灰 黄褐

良好  に ぶい黄褐/褐 灰

良好  に ぶい掩/燈

良好  掲 灰/褐 灰

良好 黒 褐/に ぶい黄績

良好  に ぷい糧/灰 黄褐

37 11d l

31  工 d2

49 111d i

36 11d2

31 Bld2

23 Bldl

40 111dl

35 口 dl

28 11 dl

67 111 dl

30 111d3

11 l lldS

l10 111d3

69 11d3

103 11d3

155 11d3

100 工 d3

3 7  1 1 1 d 3

5 7  1 1 d  l

7 5  1 1 1 d  l

1 0  8  1 1 1 d  l

7 3  1 1  Ⅱ dもしくはl l f類

5 3  1 1 1  n d も しくはl l f類

65 11e

l13 11e

102 11e

70  311e

42  11g

89  11g

66  11g

48  11g

45  11a

42  11a

53  11a

49  11a

4S  Ila

44 111a人 骨付近で出土

40  11 11Cも しくはllld類

5 6  1  1 1 c も しくはI l d類
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64 D19 褐 色土層  IV 深 鉢  胴 ～底部  貝 殻条痕/貝 穀条痕→ナデ    1～ 3冊コ程度の砂粒 にぶいま種/に ぶい褐  -  71  11 底 径9 8cm、底面に簾状 ?庄痕

‐―
‐
Ｈ
］
岬
―
―

314 61 89 褐 色土層  IV 探 鉢

315 65 C12褐 色土層  IV 深 鉢

316 66 82 褐 色土層  IV 深 鉢

317 63D19 掲 色土眉上部 IV 探 鉢

318 70 A24 褐 色itt  IV 深 鉢

319 371C2 禍 色土層  IV  鉢

320 563D20褐 色土眉上部 IV 探 鉢

321 562D20 禍 色土層上部 IV 探 鉢

322 370A5 黒 褐色土層 IV V深 鉢

323 615D9 黒 褐色上層 IV V浅 鉢

324 39 せ は抑“黒掲色上層 IV V探 鉢

325 624D19 褐 色黒色土層 IV V探 鉢

320 363D18 黒 褐色土層 IV V深 鉢

327 278D18 黒 褐色上層 IV V 鉢

328 611■ 20 黒 掲色土層 IV V深 鉢

329 622A20 黒 褐色土層 IV V深 鉢

330 14A20 黒 褐色土層 IV V深 鉢

331 291■ 5 黒 福色土層 IV V深 鉢

332 574 D19 褐 色黒色土層 IV V 鉢

333 22 D18 黒 褐色土層 IV V深 鉢?

334 571A20 黒 福色土層 IV V深 鉢

335 5 D19 掲 色黒色上層 IV V深 鉢

336 67 D23 褐 色黒色土層 IV V深 鉢

337 125D20 黒 福色土層 IV V深 鉢

338 592B3 黒 色上層  V 深 鉢

339 559D23 黒 色上層  V 深 鉢

340 395D5 黒 色土眉  V 深 鉢

341 379D23 黒 色土層  V 深 鉢

342 232D19 黒 色士層  V 深 鉢

343 55 D22 黒 色上層直上 V 深 鉢

344 58 止 8地 黒色土眉  V 深 鉢

345 273D18 黒 色上層上部 V  鉢

346 447C2 黒 色上層  V 深 鉢

347 38012324黒 色上層上部 V 深 鉢

348 440D19 黒 色土層  V 深 鉢

S49 357D28 黒 色上層  V 深 鉢

350 36112324黒 色上層  V 深 鉢

381 17812324黒 色土層下部 V 深 鉾

底部  貝 殻茶痕→ナデ/員 殻条痕

底部  貝 殻条痕→ナデ/員 殻条痕→ナデ

底部  貝 殻条痕/貝 穀条痕→ナデ

底部  員 殻条痕→ナデ/貝 穀粂痕→ナデ

底部  員 殻茶痕′貝穀条痕

底部  ナ デ/貝 穀条痕

底部～胴部 ナ デ/ナ デ

底部  ナ デ/ナ デ

胴部  ナ デ/押 聖文

口縁部  ナ デ/ナ デ

胴部  貝 殻条痕/貝 殻条痕

胴部  貝 殻条痕/貝 殻条痕

口縁部  ナ デ/ナ デ

日縁部  貝 殻条痕→ナデ/員 殻条痕→ナデ

ロ縁部  貝 設条痕→ナデ/貝 設条痕→ナデ

日縁部  貝 穀条痕/貝 殻条痕

口縁部  ナ デ/貝 殻条痕→ナデ

日縁部  ナ デ/貝 殻条痕

胴部  ナ デ/ナ デ

胴部  貝 穀条痕→ナデ/貝 穀条痕

胴部  貝 殻粂痕/貝 殻条痕→ナデ

胴部  ナ デ/貝 殻条痕

底部  貝 穀条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ

底部  貝 穀条痕→ナデ/ナ デ

胴部  押 型文→ナデ/押 型文

日縁部  貝 穀粂痕―ナデ/ナ デ

ロ縁部  員 殻粂痕→ナデ/貝 穀粂痕―ナデ

胴部  ナ デ/ナ デ

ロ顔～胴部 員 穀粂痕/貝 殻条痕

口縁～胴部 貝 殻粂痕/員 殻条痕

胴～底部  員 殻粂痕/貝 殻条痕

口縁部  員 殻粂痕→ナデ/貝 穀条痕→ナデ

ロ縁部  ナ デ/ナ デ

ロ縁～胴部 貝 殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ

ロ縁部  ナ デ/ナ デ

ロ縁～胴部 員 殻粂痕→ナデ/貝 穀条痕→ナデ

田縁部  員 殻条痕/貝 殻条混→ナデ

日縁部  ナ デ/貝 穀姿痕→ナデ

l nII程度の砂粒

角閃石 1～ 3mコ程度の砂粒

婁母 角 閃石 1～ 3 DID程度の砂粒

角閃石 1～ 2DB程度の砂粒

角閃石、 1～ 5]コ程度の砂粒

角閑石、 l mD程度の砂粒

角閑石 石 英 1～ 2 DID程度の砂粒

角閑石、石英 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石、 1～ 3 1DDl程度の砂粒

角閃石、 1～ 3]回程度の砂粒

角閑石 1～ 4 1DE程度の砂粒

角閃石 1～ 3 DE程度の砂粒

角閃石、 l luD程度の砂粒

角閑石、 1～ 3]回程度の砂粒

l DE程度の砂粒

角閃石、 lm程 度の砂粒

角閃石、 l nⅡ程度の砂粒

角閑石 lD工程度の砂粒

雲母 1～ 5m程 度の砂粒

雲母 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石、 1～ 3 oot程度の砂粒

角閃石、 1～ 5E『程度の砂粒

角閃石 2 Dn程度の砂粒

1～ 5皿程度の砂粒

角閃石 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石 1～ 3血程度の砂粒

角閃石 1～ 2血程度の砂粒

角閃石、石英、 l DIlt程度の砂粒

角閃石、 1皿 程度の砂粒

角閃石、長石、 1～ 3 1nu程度の砂粒

lm程 度の砂粒

角閃石 1～ 2血程度の砂粒

角閃石 長 石 1～ 3]ェ程度の砂粒

角関石、 1～ 2剛程度度の砂粒

角閃石、 1コn程度の砂粒

角閃石、 1～ 3血程度の砂粒

1～ 2 om程度の砂粒

角閃石 l EΠ程度の砂粒

良好  に ぶい黄種/に ぶい橙

良好  に ぶい黄槍/槍

良好  に ぶい赤褐/に ぶい赤掲

良好  に ぶい樽/橙

良好 橙 /に ぶい黄槍

良好  褐 灰/に ぶい黄褐

良好 褐 灰/に ぶい禍

良好  灰 掲/に ぷい糖

良好  に ぶい黄燈/に ぶい黄種

良好  褐 灰/に ぶい褐

良好  褐 灰/に ぶい赤福

良好  に ぶい橙/に ぶい燈

やや不良 黒褐/灰 褐

良好  灰 黄褐/に ぷい褐

良好  に ぶい赤褐/灰 褐

良好  黒 褐/黒 褐

良好  灰 責掲/に ぶい褐

良好  灰 黄摘/褐 灰

良好  に ぷい澄/に ぶい黄袴

良好  灰 黄縞/に ぶい黄橙

良好  に ぶい赤褐/に ぶい赤褐

良好  に さい赤褐色/に ぶい褐

良好  澄 /澄

良好  に ぶい黄褐/に ぷい黄橙

良好  浅 黄種/灰 禍

良好  に ぶい黄燈/に ぶい黄橙

良好  に ぶい黄橙/に ぶい黄橙

良好  に ぶい黄橙/褐 灰

良好  に ぶい褐/灰 黄褐

良好  に ぶい黄橙/灰 黄福

良好  桐 灰/槍

良好  灰 黄桐/に ぷい赤福

良好  に ぶい黄澄/に ぷい黄橙

やや不良 にぶい黄褐/灰 褐

良好  に ぶい黄褐/灰 黄褐

やや不良 黒褐/黒 福

良好  灰 黄褐/灰 黄福

やや不良 灰褐/に ぶい褐

45  111 底 径6 9cn

32  11 底 径7 8cD

57  11 底 径8 1cD 簾 状 ?匠 痕

39 111 底 径9 9CD

37 11 底 径8 6cD

42  11 底 径2 5cD

54 1V?底 径11 6cn

32 N?底 径10 0cI

4 0   1 a

3 3  1 1 a

1 7  7  1 1  a l

5 0  1 1 b 4

6よ  I l  b 8

3 2  1 1 b 6

3 2  1 1 1  c l

4 3  1 1 c 】

8 8  1 1  d l

4 5  1 1  d l

49  11

70  111

11 8 11 al

17 7 11a l

7 2  1 1  底 径9 2 c n

8 4  1 1  底 径85 c「

39  18

44  11b

65  11a

67  11

12 2 11 al

183 1142

12 9 11al

37 1E b5

47 11b5

11 l lle l野 口 阿 多タイブ

39 111b5

11 3 1E b5

41  11b8

5 0  1 1 b 3

湖
０
皿
　
識
沖
尋
舟
○
価
さ
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352 019D24 黒 色土月  V 深 鉢 1～ 2m程 度の砂粒

353 555C2 黒 色土層  V 探 鉢 口撮部～胴部 員殻条痕/貝 殺条痕       角 閃石 1～ 3皿程度の砂粒     良 好 灰 黄福/に ぷい燈    -  56 11b2

354 825A2324黒 色土層上部 V 深 鉢   胴 EE  貝 設条演/員 殺条痕→ナデ    角 閃石、 1～ 2皿程度の砂粒     良 好  灰 褐/植         -  76 111b

355 274D22 黒 色上層下部 V 深 鉢 口 縁～嗣部 員 穀条痕→ナデ/貝 穀条痕―ナデ 角閃石、 1～ 5皿程度の砂粒     良 好  に ぶい梅/に ぶい褐   -  75 11b5

350 01 C1 4層 上    V 深 鋒 回 様～閣部 員 穀条痕→ナデ/貝 殻条痕‐ナデ 角関石 1～ 3血程度の砂粒     良 好  に ぶい網/に ぷい福   -  97 111b5

357 265D23 黒 色土屈  V 深 鉢 口 機～同部 員 寂条痕→ナデ/貝 殺条痕→ナデ 角閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好 灰 網/灰 福       -  68 11b6

358 332 Dl 黒 色土層  V 深 鉢  口 禄部  貝 設条痕/員 段条痕       角 閃石、 1～ 2皿程度の砂粒     良 好  に 本い☆福/に ぶい黄種 -  52 11b6

350 000D5 黒 色土層  V 深 鉢   胴 部  ナ デ/ナ デ           角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  褐 灰/に ぷい黄種    -  93 11b

360 226朋 24黒色土層上部 V 深 鎌 口 様～嗣部 員 穀条痕/貝 殻条痕       察 母、角閃石、 1～ 3 tunt程度の砂粒  良 好  灰 黄褐/黒 栂      -  88 11 el

381 288D19 黒 色土日  V 深 鉢  回 線部  員 殻条痕→ナデ/貝 殺条痕    角 閃石 l H at程度の砂粒       良 好  拒 灰/褐 灰       -  35 11 cl

382 15 018 黒 色土層  V 深 鉢  日 縁部  貝 殻条痕/員 般条痕→ナデ    角 閃石、雲母、 1回 程度の砂粒    良 好  に ぷい程/に ぷい績   -  57 111cl

363 298D19 黒 色士層  V 深 鉢  口 標部  員 設条痕→ナデ/貝 殺条痕―ナデ 角閃石、 1～ 2 BB程度の砂粒     良 好  に ぶい資燈/に ぶい黄燈 -  46 11d3

364 80 研 9囲黒色土層  V 深 鎌  口 禄部  貝 穀粂痕/貝 般条痕→ナデ    角 閃石、 lm以 下の砂粒       良 好  明 赤福/絶        -  82 工 31

365 354C2 黒 色土層  V 深 鉢  口 触部  貝 殺条痕→ナデ/貝 設条痕→ナデ 客母 1～ 3m程 度の砂粒      良 好  灰 褐/灰 黄褐      -  37 皿 31

386 018 Dl 黒 色土日  V 深 鉢  口 縁部  ナ デ/ナ デ、員穀条痕      角 閃石、 1～ 3 1DD程度の砂粒     良 好  ね /棺          -  50 Ⅲ d2

307 575B3 黒 色itt  V 深 鉢   嗣 部  ナ デ/ナ デ           角 閑石、 1～ 3コロ程度の砂粒     良 好  に ぷい黄糧/に ぷい橙  - 10 S Il f

338 25 D18 黒 色土周上部 V 深 鉢?  口 榛部  員 般条痕→ナデ/真 枝条痕‐ナデ 雲母 1～ 2 En程度の砂粒      良 好  褐 灰/に ぷい黄種    -  38 工 e

369 558C3 黒 色主層  V 深 鉢 口縁部～日部 ナデ/貝 殻条痕         角 閃石、 1～ 38B程度の砂粒     良 好  獲 /に ぶい澄      -  71 ■ 8?

370 021D20 黒 色土層  V 深 鉢  口 壊部  貝 殻条痕→ナデ/貝 穀条痕    角 閃石、長石、 1～ 3唖程度の砂粒  良 好  に ぶい赤褐/に ぷい赤褐 -  51  Ⅲ

371 00 D23 黒 色土層  V ttaF  底 部  員 穀条痕/貝 般条痕       1～ 3皿程度の砂粒         良 好  赤 福/赤 福       -  50  11 底 径10 2cn

372 02 123閉 黒色上周上部 V 深 鉢   底 部  員 般条痕/ナ デ         角 閃石、 1～ 3 nn程度の砂粒     良 好  明 赤褐/柱        -  27  11 底 径84c田

373 223C2 黒 色土層  V i鍾   2/3程 度  ― /ナ デ            l nH以 下の砂粒           良 好  黒 褐/黒 福       ―   一   ―  残 存授34c■、最大直径1 0cI

374 47 A  不 明     一  深 鉢  口 像部  員 般条寝/員 殻奈痕       角 閃石、石英、長石、1～ 5皿程度の砂粒 良 好  種 /褐 灰        -  36 皿 32

375 37 33 不 明    一  深 鉢  日 ～底部 貝 般条痕/民 殻条痕→ナデ    角 閃石、 1～ 2m程 度の砂粒     良 好  種 /植          ―  H6 Ⅱ ol底 部任0 0cI

376 49 い 聞 不明    ―  深 鉢 日 様～胴部 貝 紋条痕/員 殻条痕→ナデ    1～ 2m程 度の砂粒         良 好  に ぷい☆網/に ぷい褐 010 211 皿 b3

377 1 S  不 明    ―  深 鉢  口 模部  員 穀条痕/貝 穀条痕       角 閃石、 1～ 2m程 度の砂粒     良 好  に ぷいれ/に ぶい赤褐 Qlい  85 11dl

378 98 D18 不 P13    - 深 鉢 回 線～胴部 員 穀条痕→ナデ/ナ デ      角 閃石, 1～ 2 mm程度の砂粒     良 好 灰 黄福/灰 黄福     - 129 11d2

379 132A8拡 不明    一  深 鉢   底 部  貝 殻条痕/貝 殻条痕→ナデ    角 関石 1～ 3 mm程度の砂粒     良 好  灰 黄網/灰 黄福     -  42  111 復 元底径10 8cD

380 429A  不 明    ―  浅 鉢  口 榛部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ       角 閃石 石 英、 18n程 度の砂粒    真 好  に ぶい程/糧       -  23 Ⅵ a

381 175A8 ビ ット埋エ  ー  深 鉢  日 機部  ナ デ/貝 殺条痕―ナデ      1口 程度の砂粒           良 好  に ぶい絶/灰 福     -  58 111di

382 155E3 混 土貝層 I I 深 鉢  口 機部  ナ デ/ナ デ           雲 母、 1～ 3m程 度の砂粒      良 好 灰 黄褐/灰 福      -  82 Vbi

383 197 El 混 土員層 I E  鉢   口 様部  ナ デ/ナ デ           角 閃石、 1皿 経産の砂粒       良 好 灰 黄網/灰 黄褐     -  36 Vbl

384 198 El 混 土員層 I I 探 鉢  回 線部  ナ デ/ナ デ           雲 母、角閃石、 1血 程度の砂粒    良 好 灰 黄福/約 灰      -  48 Vbi

385 207 El 混 土貝層 I  E 探 鉢  口 緑部  ナ デ‐ミガキ/縄 文→ナデ、ミガキ 角閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  に ぶい相/褐 灰     -  55 Ⅵ b

386 200E3 混 土貝層 I  E  鉢  口 擁～田部 ナ デ/縄 文→ナデ        角 閃石、 1皿 程度の砂粒       良 好  灰 黄福/灰 黄褐     -  01 M8赤 色顔料付着

387 331E2 混 土貝層 I I 深 鉢 口 禄～日部 ナ デ/ナ デ、ミガキ       角 閃石、長石、 lm程 度の砂粒    良 好  灰 掲/灰 褐       - 10 5 WId

388 594 El 混 土貝層 I I 深 針 口禄部～同部 ケズリ‐ナデ/ケ ズリ→ナデ   角 閃石、 1～ 3m程 度の砂粒     良 好  に ぷい黄植/に ぷい黄種 428 152 Ⅵ b

389 255E2 混 土貝層 I I 深 鉢  口 縁部  ナ デ/線 文→ナデ        角 閃石、 1皿 程度の砂粒       真 好  に ぷい貸燈/福 灰    -  65 Ⅵ d

390 00 E3 混 土貝日 I I  鉢   田 縁部  ナ デ‐ミガキ/ナ デ       雲 母、角閃石、 1～ 3 DE程度の砂粒  良 好  灰 縞/灰 黄網      -  41 Ⅵ b

→ナデ にぷい褐/に ぶい植 3 8  111b3

―
―
】
中
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馬図 実測
齢 占

層 位
本
序

基
層

器種 残存部位 器面調整 (内面/外 面) 胎   二 焼成 色調 (内面/外 面)
ｘ
径

ｍ＞

口

Ｃ

吉
円
リヽ

存

帥

残
＜

分類 備  考

391 328 El 混 上貝層 I

392 181E2 混 二貝層 I

393 93 E2 混 士員層 I

394 100E2 混 土員層 I

395 128E3 混 土員層 I

390 348じ2 混 上貝眉 I

397 158 El 約 貝眉

398 104 El 細 貝層

399 196E3 純 貝層

400 318 Bl 純 員層

401 21l E2 純 貝層

402 171E2 純 貝層

403 213 El 純 員層

404 319 El 純 貝眉

405 498 El 純 貝眉

406 315 El 純 貝層

407 156E2 純 貝層

408 374E2 純 貝層

409 182E2 純 貝層

410 134E2 純 貝層

411 224 El 純 貝層

412 218 El 純 貝層

413 127 El 純 貝層

414 253E2 混 土員層エ

415 320E3 混 i員 層Ⅱ

416 161 El 混 上員層Ⅱ

417 321E2 混 上貝層Ⅱ

418 333E3 混 上真眉Ⅱ

419 92 E3 混 上貝層■

420 157B3 混 上貝層■

421 199E2 混 上貝層E

422 31033 混 土貝層I

423 317E2 混 土貝層Ⅱ

424 212E2 混 上貝層Ⅱ

425 322E2 混 土貝層Ⅱ

426 152 El 混 土貝層Ⅱ

427 136812混 士貝層]

428 139E23混 土員層I

429 499E2 混 土貝層工

I 浅 鉢 回 縁～胴部

E  鉢  口 縁～胴部

E 深 鉢 口 縁～胴部

E 深 鉢 日 縁～胴部

Ⅱ 深 鉢  底 ～胴部

E  鉢    底 部

ll 深 鉢 日 縁～胴部

Il 探 鉢 日 縁～胴部

lll 探鉢  口 縁部

Ⅱ 深 鉢  口 縁部

Bl 深 鉢 口 濠～胴部

El 深 鉢  日 縁部

ll  鉢  口 縁～胴部

Il  鉢  回 縁～胴部

IIl 深鉢  日 縁部

lll 深鉢  日 縁部

lE 深 鉢 口 縁～胴部

IIl  鉢  回 線～胴部

ll 浅 鎌  回 縁部

lll 深鉢   底 部

lE 鉢    底 部

Il 鉢    底 部

ll 深 鉢   底 部

IV 深 鉢  田 縁部

IV 探 鉢 日 縁～胴部

IV 探 鉢 口 縁～胴部

IV 深 鉢 口 縁～臓部

IV 深 鉢 口 縁～胴部

IV 深 鉢 口 縁～胴部

IV 深 鉢  口 縁部

IV 深 鉢 口 縁～胴部

IV 深 鉢 口 縁～胴部

IV 深 鉢 口 縁～旧部

IV 深 鉢 口 縁～胴部

IV 深 鉢 回 縁～8同部

IV 深 鉢  日 縁部

IV  鉢  回 濠～胴部

nr 鎌  口 縁～胴部

IV 浅 鉢  日 縁部

ナデ/ナ デ

ナデ→ミガキ/ナ デ

ナデ/ナ デ、指頭匠痕

ナデ/ナ デ→ミガキ

ナデ/ナデ

ナデ→ミガキ/ナデ

ナデ/ナデ

ナデ/ナデ

指オサエ、ナデ/ナ デ

ナデ→ミガキ/ミ ガキ

ナデ/ナ デーミガキ

ケズリ→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

貝殻粂痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ→ミガキ

ナデ→ミガキ/ナ デ

角閃石 1～ 2皿 程度の砂粒

角閑石 1～ 3m程 度の砂粒

角閑石、雲母 1～ 3皿程度の砂粒

1～ 3m程 度の砂粒

雲母、 1ミ 4 Dm程度の砂粒

角閑石 1～ S ID E程度の砂粒

角閃石、 l nu程度の砂粒

雲母、角閃石、 l DE程度の砂粒

雲母 角 閃石 1～ 4]「程度の砂粒

角閃石、 1～ 3 oot程度の砂粒

雲母、角閃石、 1～ 3皿「程度の砂粒

角閃石 雲 母 1～ 2血程度の砂粒

角閃石 1～ 4血 程度の砂粒

雲母、 1～ 3 D Dl程度の砂粒

雲母、角閃石、 1～ 2皿程度の砂粒

雲母、 1～ 4801程度の砂粒

雲母、角閃石、 l EDtt度の砂粒

角閃石、 l tua以下の砂粒

角閃石、 1～ 3 tua程度の砂粒

良好  掲 灰/掲 灰       ―

良好  灰 褐/灰 黄福      一

良好  灰 黄褐/福 灰      一

良好  灰 黄褐/に ぶい績   1487)

良好  灰 褐/樽         ―

良好  に ぶい橙/黒 福     ―

良好  灰 黄褐/灰 黄福     一

良好  に ぷい掲/灰 黄褐   Q4ゆ

良好  灰 黄掲/灰 黄ね     ―

良好  黒 /黒 褐        ―

良好  に ぶい黄褐/灰 黄褐   ―

良好  に ぶい黄褐/掲 灰    一

良好  褐 灰/に ぶい黄福    ―

良好  暗 赤摘/に ぷい黄糧   ―

良好  に ぶい黄燈/燈      ―

良好  黒 褐/黒 掲       一

良好  灰 黄褐/褐 灰      一

員好  黒 /黒          ―

良好  灰 黄褐/褐 灰      ―

良好  灰 黄褐/灰 黄縞     一

良好  に ぶい黄橙/に ぶい黄燈 一

良好  に ぶい黄橙/黒      ―

良好  灰 黄福/に ぶい種    ―

良好  に ぶい赤禍/に ぶい赤福 ―

良好  に ぶい黄褐/に ぶい黄燈 一

良好  に ぶい糧/に ぶい黄俗 (28,

長好  に ぶい黄獲/に ぶい績 (2a〕

良好  に ぶい赤褐/灰 褐    ―

良好  灰 黄褐/に ぶい黄燈   ―

良好  灰 黄褐/灰 縞      ―

良好  灰 黄福/褐 灰      ―

長好 福 灰/黒 褐       ―

良好  褐 灰/掲 灰       ―

良好  灰 褐/に ぶい褐     一

良好  に ぶい黄種/灰 黄橙  Gは D

良好  黒 /ね 灰       Q'D

良好  黒 縞/暗 灰黄     al D

良好  桐 灰/灰 責褐     G50

良好  黒 /掲 灰        一

VI

VI

Ⅶ

III

復元底径13 4cⅡ

底径10 1cⅡ

Vbl

Vbl

Vbl

Vbl

Vbl

Mb

Ⅵb

lヽb

lヽb

予Ib

Vbl

IIb赤 色顔料付着

Ⅶ

底径139c]

復元底径10 7cD

底径93cコ

復元底径11 6cu

Va2

Vbl

V81

V bl

V b2

V bl

V bl

V bl

V bl

Vbl

Vbl

Vbl

Mb内 外面に赤色顔料付着

Ⅵa外 面に赤色顔料付着

Ⅵa外 面に赤色顔料付着

VItr

ナデ→ミガキ/ナ デ ミガキ   1 8uE以下の砂粒

ナデーミガキ/ナ デ→ミガキ   角 閃石、 10m程 度の砂粒

ケズリ→ナデ ミガキ/ナデーミガキ 角閃石、石英、 1～ 2 ulnt程度の砂粒

ケズリ→ナデ ミガキ/ミ ガキ  角 閑石 石 英、 1～ 3 EInの砂粒

ナデ/ナ デ→ミガキ

5 8

5 6

1 4 0

1 7 7

1 0 0

3 0

1 4  1

1 6 9

5 6

7 2

9 8

8 6

1 0 2

1 2 3

3 5

5 5

9 8

! 0 6

4 0

4 1

4 1

5 4

8 1

7 1

1 0 3

1 0 2

1 1 0

20 1

1 7 4

8 1

7 0

7 8

8 6

1 5 8

1 4 2

5 7

6 5

6 6

4 0

ナデ→ミガキ/ナ デ→ミガキ   雲 母 l ED程度の砂粒

ケズリ→ナス ミガキ/ナデ→ミガキ 雲母、 1～ 3m程 度の砂粒

ハケメ→ナデ/ハ ケメ→ナデ  雲 母、角閃石、 1～ 381D程度の砂粒

ナデ→ミが■/縄 文→ナデ→ミ赤十 角閃石、 1～ 2m程 度の砂粒

ナデ→ミオキ/縄 文→ナデ→ミガキ 角関石、 1～ 2]E程度の砂粒

―

≡
『
―

ナデ ミガキ/ナ デ ミガキ   角 閃石 1～ 5m程 度の砂粒

ナデ、ミガキ/ケズリ→ナデ ミガキ 角 閃石、 10m程 度の砂粒

ナデーミガキ/ナ デ→ミガキ   雲 母、 1～ 2m程 度の砂粒

貝殻条痕→ナデ/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 lm程 度の砂粒

ケズリ→ナデ/ケ ズリーナデ  角 閑石、 1～ 5皿程度の砂粒

ケズリ→ナデ/ケ ズリ→ナデ  角 閑石、 1～ 3811u程度の砂粒

貝殻条痕→ナデ/貝 設条痕→ナデ lm程 度の砂粒 紺

ｏ
冊
　
講
料
罫
弁
Ｓ
前
ざ

ナデ→ミガキ/ナ デ→ミガキ   l IDE程 度の砂粒

ナデ/ナ デ

ミガキ/ナ デ→ミガキ

ミガキ/ナ デ→ミガキ

ミガキ/ミ ガキ

l DDI程度の砂粒

1血程度の砂粒

1]『程度の砂粒



第13表 縄 文土器 ・土製品観察表12

Ｅ
卜
距
Ｓ
醐
油
那

は復元値

史 :劇

層 位
本
席

基
層

器種 残存部位 器面調整 (内面/外 面) 胎   土 焼成 色調 (内面/外 面) ※昨
ｍ

残存高
lon)

備  考

430 151E2 混 土貝層I W  鉢  口 禄～胴部 ナ デ→ミガキ/ナ デーミガキ   角 閃石、 1 良好  灰 黄褐/掲 灰      -  88 Ⅵ 8

431 25D E2 混 土貝層I

432 23552 混 土貝層 Ⅱ

433 332 El 混 土貝層 I

434 10181 混 土貝層 Ⅱ

435 154E2 混 土員層]

436 102 El 混 土員層 I

437 97 El 混 土員層 Ⅱ

438 24882 混 土貝層 Ⅱ

439 225E12混 土員層 I

440 !26 El 混 土貝層 I

441 160 El 混 土貝層 I

442 15983 混 貝主層

443 162E3 混 貝土層

444 105E3 混 貝土層

445 251E3 混 貝主層

446 103E3 土 墳墓埋土

447 21033 土 境奎埋主

448 21 E  不 明

449 7 不 明 不明

450 8 不 明 不明

451 48 不 明 不明

452 52 不 明 不明

453 389不 明 不明

454 11 不 明 不明

455 46 不 明 不明

456 56 不 明 不明

457 491不 明 不明

458 79 不 明 不明

450 HO不 明 不明

480 78 不 明 不明

461 572不 明 不明

482 137不 明 不明

483 18 不 明 不明

464 19 不 明 不明

465 355不 明 不明

探鉢  口 態部

鉢   胴 部

深鉢 回 線～胴部

深鉢  日 緑部

深鉢  日 艦部

船‖鉢  脚 台部

深鉢 口 縁～欄部

深排   底 部

深鉢   底 部

深鉢   底 部

深鉢  胴 ～底部

深鉢 回 線～胴部

深鉢 口 繰～胴部

深鉢  口 縁部

深鎌  口 縁部

深鉢 口 繰～胴部

深鉢 口 禄～胴部

深鉢  胴 部

深鉢 回 線～胴部

深鉢 口 縁～胴部

深鉢 日 縁～御部

深鉢 回 線～胴部

深鮮   胴 部

深体 回 線～胴部

深鉢 口 8～ 飼部

深鉢 回 線～胴部

深鉢 胴 部～底部

深鉢 回 線～胴部

深鉢  口 標部

深鉢 回 線～胴部

鉢   胴 部

鉢  日 縁～胴部

深鉢   胴 部

鉢  胴 ～底部

深鉢 回 線～胴部

ミガキ/ミ ガキ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナデ→ミガキ

ナデ/ナデ→ミガキ

ナデ/ナデ→ミガキ

角閑石、 180程 度の砂粒 37 M8外 面に赤色顔料付着

67 118赤 色顔料付着

12 6 Ⅵ b赤 色顔料付着

5 4   予Ib

0 2   Ⅲlb

5 8  W b底 径12 5 cコ

14 3   lヽd

6 9

78   復 元底径126c]

73   底 径1■8cコ

99   底 径1■Ocコ

18 9 V b2

13 4 Val

56 V b2

60 Va2

24 5  lヽb

88 Vbl

84 Ⅵ d

105 正 ■1

112 11a2

114 111a2

141 11a2

79 11b5

97 11b3

131 11● 1

11 0 111 C l

75  11 領 元底径94c冊

99 1Vb2

84 Nci

200 Ⅳ c2

52 Ⅳ ?

03 Ⅵ 8外 面に赤色顔料付着

!5 0   11d

8 2   Ⅲld

1 5  5   V I

rv

IV

W

Ⅳ

rv

IV

IV

IV

IV

Ⅳ

IV

V

V

V

V

貝殻条痕→ナデ/ナ デ

ハケメーナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/指 オサエ、ナデ

角閃石 lm程 度の砂粒

角閃石、 1～ 3D■程度の砂粒

1～ 3 BDl程度の砂粒

雲母 1～ 2m程 度の砂粒を施す

雲母、角閃石、 1～ 3ED程度の砂粒

雲母、角閃石、 l tuln程度の砂粒

雲母、 1～ 3m程 度の砂粒

ナデ/縄 文→ナデ、ミガキ    1～ 38口程度の砂粒

ナデ、ミガキ/ナ デ ミガキ   lm程 度の砂粒

良好 褐 灰/黒 桐       ―

良好  黒 掲/褐 灰       ―

良好  黒 /黒 掲        ―

良好  灰 黄掲/縞 灰     050

良好  褐 灰/灰 黄褐      ―

良好  灰 黄褐/灰 黄褐     一

良jr 灰 黄褐/に ぶい黄ほ   ―

良好  褐 灰/に ぷい槍     ―

良好  に ぶい黄橙/に ぶい黄褐 ―

良好  に ぶい赤褐/に 本い侵  ―

良好  に ぷい黄植/に ぶい梅  一

良好  に さい福/に ぶい赤渦 010

良好  灰 黄褐/褐 灰      ―

良好  灰 黄褐/に ぷい褐    ―

良好  に 本い赤褐/に ぶい褐  一

良好  灰 褐/に ぶい褐    口 D

良好  灰 黄ね/灰 黄絹     ―

良好  に ぷい褐/に ぶい赤福  ―

良好  灰 黄褐/に ぶい種    一

良好  に ぷい賛橙/灰 黄褐  C60

良好  灰 黄褐/に ぶい褐   “ 80

良好  灰 黄掲/灰 褐      ―

やや不良 灰黄網/褐 灰      一

良好  灰 桐/灰 資福     は 8D

良好  に 本い侵/灰 赤     ―

良好  に ぶいほ/灰 掲     ―

良好  灰 黄掲/に ぶい黄種   ―

良47 灰 黄網/福 灰      一

良好  灰 黄ね/に ぷい赤褐   一

良好  に ぶい相/灰 黄掲    ―

良好  に さい黄種/に ぷい赤褐 一

良好  黒 /黒 褐        ―

良好  灰 黄褐/に ぶい赤掲   ―

良好  灰 福/褐 灰       ―

良好  に ぷい黄橙/に ぶい伯  ―

ケズリーナデ/指オサエ ナデ→ミガキ 1～ 4口Π程度の砂粒

ケズリ→ナデ/ナ デ→ミガキ  雲 母、 1～ 2 nln程度の砂粒

ケズリ→ナス指村 工/サデ 指が 工 1～ 2皿程度の砂粒

―

〓
∞
―

貝殻姿痕―ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ→ミガキ

員殻条痕/貝 殺条痕→ナデ

貝殻条痕/員 殻条痕

貝殺姿痕→ナデ/貝 穀条痕

貝殻条痕/貝 殻姿痕

ナデ/貝 殻条寝→ナデ

貝殻条痕/貝 殻条痕→ナデ

ナデ/ケ ズリーナデ

ナデ/ナデ

ナデ/ケ ズリ‐ナデ

ナデ/ナ デ

角閃石、雲母、 1～ 3皿程度の砂粒

角因石、 lm程 度の砂粒

角閃石、 1～ 3血程度の砂粒

角閃石、 1～ 280t程度の砂粒

角閃石、 1～ 4皿 程度の砂粒

角因石、 1～ 3皿程度の砂粒

角閃石、 1～ 3D『程度の砂粒

1～ 3 Dul程度の砂粒

角閃石、石英、 1～ 3皿程度の砂粒

雲母、 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石、 100t程度の砂粒

角閃石 長石 石英、1～ 5血程度の砂粒

ケズリ‐ナデ ミガキ/ナデ→ミガキ 角閃石、 1～ 3 un程度の砂粒

雲母、 lm程 度の砂粒

雲母 1～ 3m程 度の砂粒

角閃石 1 1wP程度の砂粒

角閃石、石英 1～ 5]ェ程度の砂粒

角因石、石英 1～ 2皿程度の砂粒

貝殻条痕→ナデ/貝 設条痕→ナデ 角閃石 1～ 2皿 程度の砂粒

貝般条痕/貝 殻条痕→ナデ 角閃石、 1～ 2 Bat程度の砂粒

貝殻条痕→ナデ/貝 設粂痕→ナデ 1～ 3●■程度の砂粒

ナデ→ミガキ/ナ デ→ミガキ   1～ 3●D程度の砂粒



第6章  縄 文時代の遺物

467 450A2 撹 乱層

488 508A16 悦 乱日

469 521D19 境 乱層

470 537A19 境 乱同

171 42387 撹 乱貝層

472 403 Bl 撹 乱層

473 404C15 撹 乱層

474 550C14 撹 乱層

475 421C15b撹 乱層

476 544A2 撹 乱層

477 522D9 第 2貝層

478 503A23 混 貝二層

479 526D5 混 土貝層

480 509A20 混 貝土層

481 50687 混 ユ貝層

482 523A21 混 土員層

483 515315 混 土員層

484 510A20 混 貝土層

485 50589 混 貝土層

486 540D17 混 土貝層

487 539 All 混 土貝層

488 536A13 混 土貝層

489 408 Dl 混 土貝層

490 541A20 混 土員層

491 532A20 混 貝土層

492 531A18 混 土貝層

493 467 All 混 土貝層

494 401A3 混 土貝層

495 406■ 2 混 ユ貝層

498 548 Al 混 土員層

497 403A2 混 土貝層

498 462A13 第 5員層

499 466D17 混 土員層

500 419A3 混 土貝層

501 527D24 純 貝目

502 45239 貝 層

503 530D17 純 貝層

504 524D20 純 貝層

505 517A20 純 貝層

506 417D23 純 貝層

507 41l Cl 貝 層(最下層)

508 551D13 純 真局

509 547D9 純 貝層

510 529A22 掲 色土層

511 520A23 褐 色土層

512 455D9 桐 色土層

513 51l C3 相 色上層

514 458D19 桐 色上層

515 460D!9 褐 色上層

518 528D22 褐 色土層

517 504C2 褐 色土層

518 507C3 掲 色土層

519 484D13 縞 色土層

520 41S C2 褐 色土層

521 413D17 褐 色土層

522 516C3 褐 色土層

523 614124 褐 色土層

524 431C8 褐 色土層

525 501C2 褐 色主層

526 500A22 褐 色土層

466  45S A17 I 石 鑑

I 石 鑑

I 石 館

I 石 鋸

I 石 匙

I 石 笛

I 石 軽

I 石 軽

I 磨 石 殻石

I 磨 製石斧

I 磨 製石斧

Ⅱ?石 鑑

I 石 館

I 石 録

I 石 蝶

I 石 転

Ⅱ 石 鑑

Ⅱ 石 鑑

Ⅱ 石 鉄

Ⅱ 石 鑑

■ 石 匙

I 石 匙

I 石 匙

I 石 匙

工 石 匙

工 削 器

E 削 器

I 石 製垂節

I 石 鍾

I 石 鍾

I 磨 石 厳石

E 磨 石 厳石

E 磨 石 段石

工 磨 石 鮫石

工 磨 製石斧

ll 石鉄

Il 石鉄

lll 石鉄

Il 石鏃

Il 石鎌

Il 石飯

工 石 鉄

Il 磨石 忠石

Dl 磨石・般石

IV 石犠

IV 石鉄

IV 石鉄

IV 石鉄

IV 石鉄

IV 石蟻

IV 石録

IV石 鉄

Ⅳ 石犠

nr 石妹

Ⅳ 石 鏃

IV 石鏃

IV 石鏃

Ar 石転

Ⅳ 石 盤

IV 石鉄

W 石 鉄

Ib安 山岩

Ib黒 曜石

工c安 山岩
― 安 山岩

Ib安 山岩
一 石 灰岩

Ⅱ 安 山岩

I 安 山岩 ?

I 安 山岩

■8玄 武岩

llo安 山岩

ia安 山岩

IIl b黒曝石

Ebチ ャート

Ebチ ャート

■b安 山岩

Ib安 山岩

Ec安 山岩

Ic安 山岩

Ic黒 曜石

Ia安 山岩

Ia安 山岩

Ib安 山岩

Ib安 山岩

■a安 山岩
一 安 山岩
一 安 山岩
一 滑 石

I 安 山岩

I 安 山岩

I 安 山岩

I 安 山岩

I 安 山岩

Il 安山岩

Ea障 緑岩

Ib黒 曜石

Ibチ ャート

EB安 山岩

Eb黒 曜石

Eb安 山岩

Eし チャート

Ec安 山岩

I 安 山岩

I 安 山岩

Ib安 山岩

Ib安 山岩

Ib安 山岩

Ib安 山岩

Ib安 山岩

Ib黒 曜石

Ib安 山岩

Ia安 山岩

]8黒 曜石

E8安 山岩

E8安 山岩

E8安 山岩

E b ttlE石

Eb安 山岩

Eb安 山岩

E c ttllE石

Ec安 山岩

2 8

1 8

2 7

1 7

3 7

0 0

8 3

9 6

9 1

1 1 8

1 0 1

2 6

1 7

2 3

3 1

2 1

! 8

2 2

2 4

1 9

4 8

3 5

2 9

2 7

6 1

7 3

9 6

6 0

7 7

1 0 5

9 4

1 0 3

1 0 0

1 0 9

1 2 0

1 5

2 1

2 4

3 0

2 9

3 1

3 8

7 4

1 1 4

1 4

1 9

1 8

2 4

2 0

2 2

2 0

1 9

2 0

2 6

2 7

2 0

2 0

1  7

2 3

2 1

2 3

--119-―

04 1 2

0 5    1 1

0 o    2 1

0 2     0 3

1 0     1 3 1

1 6       44

5 7        590

2 2        254

3 5     4 2 7

3 9        280

4 0        355

0 4    1 0

0 4     0 8

0 3      0 8

0 5     2 0

0 4     0 8

0 4    0 9

0 4      0 7

0 0     1 7

0 3      0 8

1 0     1 7 7

0 5      0 8

0 9     1 3 7

0 8     8 0

1 1    1 1 2

1 2    4 1 0

2 0      58 4

0 8      1 1  1

4 8       270

4 7        542

4 9        800

3 7     4 1 0

3 9       389

6 7       842

3 7     4 1 0

0 3      0 5

0 3      1 4

0 5     1 2

0 5      1 2

0 3     1 3

0 4    1 2

0 4      2 5

4 1       434

3 8       390

0 3      0 3

0 4     0 8

0 4    0 9

0 4     1 2

0 3    0 5

0 3    0 '

0 4      0 7

0 4     0 8

0 4    0 9

0 1    1 3

0 5    1 7

0 4    1 3

0 5    1 1

0 3      0 5

0 3     1 6

0 4      0 8

0 3      0 0

1 5

1  5

1 7

1 1

5 3

2 9

1 7

7 8

8 8

5 3

8 0

2 3

1 9

1 8

2 3

1 6

1 4

1 4

1 8

1 5

5 9

4 0

6 5

4 0

2 7

5 6

4 6

2 1

6 1

1 2 7

8 6

8 6

7 0

0 6

5 9

1 7

2 0

1 7

2 0

1 8

1 7

2 0

7  1

6 3

1 6

1 8

2 0

2 1

1 8

1 5

1 8

1 5

1 4

1 7

1 8

1 6

1 5

1 3

1 9

1 6

1 5



出土遺物観察表

527  512 C3

528 52583 褐 色土F下 部

529 459 ■ヽ22褐色土層

530 538 2ヽ4 褐色土層

531 584C3 褐 色土層

532 535D20 褐 色土層上部

533 533 Cl 禍 色土層

534 405D19 褐 色土層

535 185■24 縞色土層

536 549D17 縞 色土層

537 552C3 掲 色土層

538 548 Dl 褐 色主層

539 157A20 黒 褐色上層

540 118D20 黒 褐e土 層

541 513 1ヽ9 黒褐色土層

542 518 2ヽ4 黒色主層

543 410D20 黒 色土層

544 519A24 黒 色主層

515 412D20 黒 色土層

516 153D20 黒 色土層

547 409D19 黒 色土層上部

548 461C3 黒 色土層

519 416D19 不 明

550 54818 不 明

551 414E3 混 土貝層Ⅱ

552 402 El 混 上貝層Ⅱ

553 542 El 混 土貝層Ⅱ

554 422 El 浸 貝土層

555 545E3 混 貝土層

586 464不 明 不明

587 420不 明 不明

558 469不 明 不明

IV 石盤

IV 石館

IV 石鏃

IV 石匙

IV 削器

IV 肖Ⅲ串

IV 肖Ⅲ器

IV 石鍾

IV 磨石 厳石

Ⅳ 磨 石 厳石

IV 磨石 殻石

IV 磨 製石斧

IV V石 鉄

IV V石 鉄

IV V石 鉄

V 石 盤

V 石 鑑

V 石 鉄

V 石 鉄

V 石 銭

V 尖 頭器

V 磨 石 敵石
一 石 犠
― 磨 取石斧

IV 石雑

IV 石鍾

IV 石皿

V 磨 製石斧

V 磨 製石斧
― 磨 石 敵石
― 磨 製石斧
― 瑛 状耳飾

Eb黒 曜石

■b安 山岩

lll c黒曜石

Ib安 山岩
― 安 山岩
― 安 山岩
一 安 山岩

I 安 山岩

I 安 山岩

I 安 山岩

Ⅱ 安 山岩

Ib砂 岩泥岩

Ia安 山岩

Ia安 山岩

Ic安 山岩

Ⅱa黒 曜石

Ⅱaチ ャート

Ⅱb凝 灰岩

Ⅱbサ ヌカイト

Ic安 山岩
一 安 山岩

コ 安 山岩

コa安 山岩

コb砂 岩か

Ⅱa安 山岩

I 安 山岩 ?
― 安 山岩

Ib安 山岩

Ib変 成岩

H 安 山岩

Ⅱ 安 山岩
― 滑 石

動物の四肢骨

2 7

2 5

1 3

0 7

7 7

5 3

8 2

8 7

1 0 5

H 2

1 0 3

8 7

2 2

1 8

3 3

, 9

3 1

2 8

2 0

2 8

4 8

1 1 3

2 2

1 1 6

2 4

9 4

20 9

1 0 2

1 1 8

1 2 4

8 2

3 7

1 9

1 9

1 6

6 0

3 9

6 4

4 3

9 9

8 5

8 0

8 ?

4 1

1  5

1  9

2  1

1  5

2 0

1  9

1  9

2 0

2 6

9 2

1  7

7  1

1  9

9 3

1 7 6

4 0

5 8

1 0 0

4 2

1  5

0 4

0 4

0 3

1 0

0 9

1 1

6 1

4 0

6 4

4 1

4 6

1  8

0 3

0 4

0 6

0 5

0 5

0 4

0 3

0 4

0 9

5 2

0 5

3 6

0 6

2 5

4 8

2 9

1 8

5 2

2 0

0 9

工1

0 8

0 4   1号 大骨に伴う

33 3

23 8

27 9

29 8

393

820

330

632

1 0 6   ボルンフェルス

0 7

0 8

2 7

0 8

1 9

1 1

1 0

0 8

9 9

775

1 1

570  ホ ルンフェルス

19

302

2100

225

1 9 1   ホルンフェルス

1026

74

7 6

559  645 A14 3 6

4 6

0 8

1 9

4 0   ヤ ス ?

9 6

1 4

0 5

2 0

3 7

3 0

1 8 8

560 04401 純 貝層

561 046A7 不 明

562 424 El 混 上貝層 E

563 043不 明 不明

561 425C3 福 色土層

565 471E3 混 土貝層I

568 473職  混 土貝層■

567 470E3 混 土貝周E

568 472A3 混 土貝同 I

569 642 All 第 5貝層

570 617 All 第 5貝層

Il 骨製刺突具  動 物の四肢骨
― 骨 製刺突具  動 物の四度骨

IV 骨製別突具  動 物の四肢骨
― 骨 製刺突具  動 物の四肢骨

IV 魚骨襲刺突具 エ イ類尾韓

IV 魚骨製刺突具 エ イ類尾韓

IV 魚骨製刺突具 エ イ類屋療

IV 骨製刺突具か管動物の四肢骨

E 骨 製曽 ?

Ⅱ 骨 製曽?

動物の四肢骨

動物の四肢骨

4 2

0 3

3 4

5 8

6 4

4  1

5 4

4 7

6 5

0 3

1 3 3

9 8

1 6

1 7

0 0

0 7

1 3

0 5

0 8

0 5

0 0

0 3

0 6

2 7

0 8

0 7

0 5

0 4

0 7

0 3

0 1

0 2

0 4

0 5

0 5

2 4■ 骨 製垂飾   動 物の四肢骨

=さ (g)

―-120-―



第6章  縄 文時代の遺物

5 7 1

572

573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

583

584

585

580

587

588

I

I

II

II

I

I

I

I

I

I I l

エ

lI

lll

lI

II

Il

I V

I

Il

工

工

ll

I

I

I

I

I

I

I

I

II

II

Il

ll

40

16

08

08

08

12

10

18

44

10

ユ2

85

38

58

08

08

07

帆9

貝描

貝ta

貝特

貝崎

員ta

貝特

員は

員||

員綸

員綸

員輸

員輸

貝綸

貝お

貝||

員ta

員情

80

50

55

50

45

55

48

5 8

8 0

5 3

7 4

1 0 0

0 0

1 4 7

4 1

5 7

0 0

5 8

1 0 0

0 1

43

48

38

33

50

60

95

55

93

34

80

00

■4

02

5 1

4 8

フネガイ科サ

040A24 携 乱層

626B  混 土貝層

62885 混 土貝層

639A13 混 土員層

63437 混 上員日

636D10 混 土員日

630A3 混 主員層

C27B5 混 土員層

641 Dl 拠 貝日

62087 混 土員口

485A21 混 ユ員層

430D20 純 貝層

631 El 混 土貝周 I

633E3 混 土貝層 I

637]3 混 土貝層 I

835E2 混 土貝周エ

638不 明 不明

フネガイ科サルボウ

フネガイ科アカガイ

フネガイ料サルポウ

タマキガイ科ベンケイガイ

フネガイ科サルボウ

フネガイ科アカガイ

フネガイ科アカガイ

フネガイ科サルボウ

フネガイ科サルボウ?

フネガイ科サルポウ

フネガイ科アカガイ

フネガイ科アカガイ

アクキガイ科アカニシ

フネガイ科アカガイかサルボウ

フネガイ科アカガイ

フネガイ科アカガイ?

フネガイ科サルボウ

102 内 外面組く研磨

48 内 外面研磨

72 内 外面研磨、2ヶ所葬孔

50 内 外面研磨

114 内 外面相く研贈

&0 内 外面研磨

162 内 外面研磨

652 末 製品か

82 内 外面研磨

08 8

722 内 周族磨耗

108 未 at品か

200 4

02 内 外重研磨

64 内 外面研磨

48 内 外面研磨

72 内 外面研磨

- 1 2 1 -




